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公▲○ 公務欠席を示す ７ 谷 郁 司 ○

会議録署名議員 久 保 広 幸 多 胡 裕 司 本 田 学
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町長の委任を受けて 副 町 長 佐 々 木 敏 治 会 計 管 理 者 芳 賀 均

出席した者の職氏名 総 務 課 長 早 坂 政 志 町 民 課 長 ( 芳 賀 均 )

産業振興課長 副 島 俊 樹 建 設 課 長 高 橋 豊

保健福祉センター次長 丹 野 景 広 国保関寛斎診療所事務長 ( 丹 野 景 広 )

総 務 課 主 幹 瀧 澤 徹 総 務 課 主 幹 空 井 猛 壽

教育委員長の委任を受けて 教 育 長 野 下 純 一 教 委 次 長 有 田 勝 彦

出席した者の職指名

農業委員会会長の 農委事務局長 棟 方 勝 則
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た者の職氏名
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会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議案第５３号 陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例

３ 議案第５４号 平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第４号）

平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算
４ 議案第５５号

（第２号）

平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
５ 議案第５６号

補正予算（第１号）

平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第１
６ 議案第５７号

号）

平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第１
７ 議案第５８号

号）

平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第
８ 議案第５９号

１号）

９ 議案第６０号 平成２７年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について

平成２７年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出
10 議 案 第６１号

決算認定について

平成２７年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
11 議 案 第６２号

歳入歳出決算認定について

平成２７年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定
12 議 案 第６３号

について

平成２７年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認
13 議 案 第６４号

定について

平成２７年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
14 議 案 第６５号

認定について

平成２７年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
15 議 案 第６６号

定について

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時０２分

○議長（宮川 寛君） 総務課高橋参事より欠席する旨、報告がありました。

────────────────────────────────────

◎諸般の報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 議会関係で、諸般の報告があります。

町長より、説明員に総務課瀧澤主幹を追加する旨、報告がありました。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、２番久保議員、３番多胡議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第５３号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 議案第５３号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する

条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５３号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条

例についてですが、町営住宅のうち新町団地の建てかえによりＮ棟の供用開始に伴い、所

要の改正を行おうとするものであります。

内容につきましては、建設課長から説明させたいと思いますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 高橋建設課長。

○建設課長（高橋 豊君） それでは、私のほうから議案第５３号陸別町営住宅設置条例

の一部を改正する条例の説明を申し上げます。

現在、新町２区で進められています新町団地内の建てかえにより、Ｎ棟１棟２戸の供用

開始に伴い、所要の改正を行うものでございます。

建設場所につきましては、資料ナンバー４を御参照してください。

位置図の真ん中ほどにアルファベッドでＮ棟と書かれていて、斜線で引かれている箇所

が今回の建設中の場所となります。右のほうには、新町交流館ということで、位置的には
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このような配置になって、西側に建てるということになります。

それでは、議案集の１６ページに戻り、条文を読ませていただきます。

陸別町営住宅設置条例の一部を次のように改正するであります。

別表第１中「上段の表」を「下段の表」に改めるものでございます。

改正する内容でございますが、下段の表中の一番下の行を新たに追加するものでござい

ます。左側より一番下段で、建設の所在地であります西１線３１３番地の９、右に移って

棟番号のアルファベッドのＮ、次に建設戸数である２、次に住宅規模は２ＬＤＫ、次に住

戸番号の１、２、次に床面積である６６.２４を追加するものであります。

このＮ棟の供用開始に伴い１棟２戸が追加になることにより、下段の表の一番上段の

行、陸別町字陸別の右隣が１棟ふえて１６棟から１７棟へ、次の戸数が５０戸から２戸ふ

えて５２戸へと改正になります。

以上が、改正内容であります。

なお、附則といたしまして、この条例は、平成２８年１１月８日から施行するでありま

す。

以上、簡単でございますが、議案第５３号の説明とさせていただき、御質問によりお答

えしていきますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで、質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５３号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５３号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 議案第５４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第４

号）

◎日程第４ 議案第５５号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特

別会計補正予算（第２号）

◎日程第５ 議案第５６号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施

設勘定特別会計補正予算（第１号）
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◎日程第６ 議案第５７号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補

正予算（第１号）

◎日程第７ 議案第５８号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）

◎日程第８ 議案第５９号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会

計補正予算（第１号）

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第３ 議案第５４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算

（第４号）から日程第８ 議案第５９号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補

正予算（第１号）まで、６件を一括議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第

４号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億３,０３０万８,００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億２,９２３万６,０００円と

するものであります。

続きまして、議案第５５号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,０４８万５,００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億９,６５４万９,０００円とす

るものであります。

続きまして、議案第５６号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

補正予算（第１号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３６万９,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億４,７６２万６,０００円

とするものであります。

続きまして、議案第５７号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第１

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５３７万４,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億６万７,０００円とするものでありま

す。

続きまして、議案第５８号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１億５,１５６万１,０００円とするものであります。

続きまして、議案第５９号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

１号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,１５２万２,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６６５万７,０００円とするもので

あります。

以上、議案第５４号から議案第５９号まで、６件を一括提案いたします。
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内容については、副町長から説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第５４号から第５９号まで、一括して説明を

させていただきます。

まず、議案第５４号平成２８年度陸別町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定める

ところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

地方債の補正。

第２条、地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

それでは事項別明細書、歳出、９ページをお開きください。

２、歳出でありますが、今回、人件費関係を計上しておりますので、若干、前段に申し

上げたいと思います。

まず、職員の共済費関係につきましては、６月定例会でもお話ししておりますけれど

も、共済組合費のうち標準報酬制に変わっておりますので、９月に確定するということ

で、６月計上を見送って９月補正に計上しますということは、６月定例会で御説明申し上

げております。あわせて嘱託職員についても、共済費についても同様でありまして、賃金

については、今回、４月１日の制度改正が職員に準じるということがございましたので、

その過不足分も今回調整をして計上しております。

それと職員の人件費、給料、手当関係につきましては、４月１日の採用者、それから４

月１日人事異動、それと在職者の扶養手当関係、住居手当関係、そういったものの調整が

ございましたので、今回合わせて給料、手当についても予算を計上しております。

１款議会費１項議会費１目議会費、職員手当、共済費、これは職員人件費１４万７,０

００円の減額になります。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、給料、職員手当、共済費、これにつきまし

ては職員人件費の計上でありまして、差し引き１６５万円の補正となります。１２節役務

費、講習手数料、これは６,０００円ですが、１０月の議会の道外視察に係る同行２名分

の手数料の計上であります。１８節備品購入費、事務用品３万８,０００円、これはマイ

ナンバー制度における個人番号カードの裁断用のシュレッダー、１台であります。１９節

負担金補助及び交付金６０万９,０００円、負担金ですが、地方公共団体情報システム機

構ですが、マイナンバー制度における通知カード、個人番号カード関連事務負担金であり

ます。これについては、同額が歳入で入ってきます。

５目財産管理費１１節需用費、消耗品費１３万１,０００円、それから１３節のコミュ

ニティバス運行２３１万円。資料ナンバー５をお開きください。資料ナンバー５は、陸別
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町コミュニティバス運行実施要綱案、これはあくまでもたたき台であります。趣旨として

は、ここにありますけれども、第１条で、町内の生活交通の確保及び町民の福祉の向上を

目的とした陸別町コミュニティバスの運行に関して、必要な事項を定めるというものであ

ります。１１月から予定しておりますが、考え方としては、今年度においては冬期間の高

齢者などの外出機会の拡大と、冬期間ということですので、交通安全対策を含めた町内運

行を考えているところであります。

業務委託、第２条ですが、町長は、コミュニティバスの運行は、道路運送法第４条の規

定による国土交通大臣から、一般乗り合い旅客自動車運送事業者の許可を受けた者に委託

するものとする。これは陸別ハイヤーを、今、考えているところであります。

表示、第３条ですが、コミュニティバスの車両に、陸別町コミュニティバスの表示をす

る。

利用対象者、第４条、コミュニティバスの利用対象者は、乗降する全ての利用者とす

る。

利用料金ですが、第５条、コミュニティバスの利用料金は無料とする。

運行経路等、第６条、コミュニティバスの運行経路及び運行時刻は別に定める。

運行日、第７条、コミュニティバスの運行日は、毎週月曜日から金曜日とする。ただ

し、祝祭日及び別に定める日を除くということで、これは年末年始関係が考えられます。

運行の休止等、第８条ですが、町長は、自然災害、その他非常事態によりコミュニティ

バスの安全運行が確保できないと判断したときは、その状態が継続される間、コミュニ

ティバスの運行を休止又は路線及び時間を変更して運行することができる。

第２項として、前項の運行休止及び路線や時間の変更又は通常運行の回数を決定したと

きには、速やかに周知の方法をとるものとする。

遵守事項、第９条ですが、利用者は、乗務員が安全確保及び車内秩序の維持のために行

う職務上の指示に従わなければならない。

委任事項、第１０条では、この要綱に定めるほか必要な事項は、町長が別に定めるとい

うことであります。

先ほど言いました冬期間、１１月から３月まで、今年度５カ月間ですけれども、実証実

験という位置づけで考えております。利用者の皆さんの声ですとか、時間帯、運行経路、

そういったものについても利用者の声を聞きながら、できれば２９年度から通年運行に考

えていきたいと、そのように思っております。

では、追加資料ナンバー２をごらんください。追加資料のナンバー２は、一応運行経

路、路線図の案でございます。

まず、真ん中に市街循環停留所とあります。Ａ保健センターからＢ農協の前、石橋宅

前、それからＣがＡコープ前、Ｄがセイコーマート前、Ｅが道の駅、Ｆがぷらっと、Ｇが

帯広信用金庫前となります。下に③として循環線、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ａとい

うこの路線で昼から１便を今考えているところであります。それから、市街線、これは午
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前中２便、それから午後から２便を考えておりまして、まずＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ

まで行きまして、すぐ１になっておりますが、この間にＧからＡに行きまして、Ａから

１・２・３という順番に流れます。

したがって、１の前にＡを追加していただきたいと思います。そしてＡから１・２、

１・２というのは１・２・３・４・５・６、６というのは若葉、共栄方面でありまして、

１が共栄第２の公営住宅第２団地前、２が東一条２区の長屋宅前、３が保育所前、４が共

栄第２菊地宅前、５が若葉生きがい交流館前、６がつつじヶ丘団地前ということで、そこ

に行きましたら、またＡのほうに戻ってきて、循環線と同じようにＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・

Ｆ・Ｇまで行きまして、またＡに戻って、今度、７・８・９・１０・１１・１２、つまり

これは緑町・新町方面でして、７が旭町の老人健康増進センター前、８が新町１区の陸立

興業事務所前、９が新町児童公園前、１０が元町公営住宅横、１１が緑町自治会館前、１

２が栄町旧フードセンター前に回りまして、また、保健センターに行きます。

それで市街線の２段目、７・８・９となっておりますが、ここでまたＡを追加していた

だいて、常に保健センター前を起点にして町内を循環するということになりますので、７

の前にＡをまた追加をしていただきたいと思います。そしてＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ

という巡回をして戻ってくると。今、考えていますのは保健センターを起点として、午前

中は大体９時から１１時１０分ぐらい、１１時１５分から１２時２５分、この２便を考え

ています。それから、午後につきましては、１時半から１４時４０分、もう１便が１５時

４５分から１６時５５分、午前中２便、午後２便と考えております。

それから、郊外線は、まず保健センターを起点にしてＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇと循

環しまして、各路線ごとに郊外については予約制をとるということにしています。まず、

これも週１便ずつでして、時間帯としては１０時１５分から１便ということで考えていま

す。それで月曜日が西斗満線、水曜日が殖産トラリ線、木曜日が小利別線、金曜日が上陸

別線と考えております。

では、予算書１１ページへお戻りください。

予算書１１ページの委託料、施設設備等改修４５２万１,０００円。これは光ケーブル

の取りつけ・取りかえの業務でありまして、道道津別陸別線線形改良工事に伴う北電柱、

ＮＴＴ柱に光ケーブルの取りつけ及び取りかえが業務の内容となります。それから、２５

節積立金６３５万円。ふるさと整備基金１万円、これは寄附１件です。それから、一つ飛

んで地域福祉基金１万円、これも寄附１件です。真ん中のいきいき産業支援基金積立金６

３３万円ですが、まず内訳としては優先出資の配当金３３万５,３４３円。それから、優

良家畜導入支援資金の約定償還分、これが確定によりまして４６３万８,０００円の減

額。それから、繰り上げ償還４０頭分１,０６３万２,０００円、これらが差し引き６３３

万円となります。

６目の町有林野管理費、共済費７,０００円、これは社会保険料、これは労災保険料で

す。７節賃金、町有林作業賃金４９万２,０００円、これはカラマツヤツバキクイムシ対
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策として、被害木、立木の調査の賃金であります。５７人工分の追加であります。

それから、１２目銀河の森管理費、手当、共済費、これは職員人件費で５万５,０００

円の減額となります。

それから、次のページ、２項徴税費１目税務総務費、手当、共済費は職員人件費、合わ

せて差し引き１５万２,０００円の減額であります。２３節償還金利子及び割引料、町税

等還付金、今回２１５万円の追加の計上でありまして、当初は１００万円を見ておりまし

たが、既に１０件、６７万８,７２４円を執行しております。今回、大口として日産自動

車、これは確定ですが、１９４万８,８００円の還付金が生じております。それで今回の

その他の見込み５２万２,４７６円、合わせましてトータルとしては３１５万円の予算と

なりまして、当初予算の１００万円を引いて２１５万円の計上となります。

３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民基本台帳費、これは給料、手当、共済費、職員人

件費で６万９,０００円の減額となります。

４項選挙費１目選挙管理委員会費、これも手当、共済費、職員人件費で１万円の減額と

なります。

１４ページ、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、給料、手当、共済費、こ

れは職員人件費でありまして５３５万８,０００円の減額。それから、１９節負担金補助

及び交付金２９７万円、年金生活者等支援臨時福祉給付金の追加であります。当初、高齢

者と障がい者と合わせて５００人を見ておりましたが、そのうち高齢者が２９人ほど増と

なりました。それと、障がい者等６０人を見ておりましたけれども、把握漏れが７０名ほ

どございました。その９９名分の追加となります。トータルとすれば、当初５００人見て

おりましたが、５９９人で９９人の増、高齢者等は４４０人から４６９人の２９人の増、

障がい者等は６０人から７０人増ということで１３０人となります。２９７万円、同額が

歳入でも入ってきます。

次のページ、２３節償還金利子及び割引料３３５万１,０００円、これは国庫補助金等

の返還金でありまして、２７年度分の補助金の返還になります。障がい者医療費で、国に

５５万２,８４４円、同じく北海道に２７万６,４２２円、自立支援給付費、国に１９７万

７,１６３円、北海道に５４万３,６４９円の内訳となります。

それから、２目老人福祉費１１節需用費４８万円、修繕料ですが、福寿荘の暖房ボイ

ラーの故障がありまして、不凍液の取りかえなどの修繕料になります。１９節負担金補助

及び交付金、介護ロボット等導入支援事業、これは介護職員の労力軽減、あるいは人材確

保ということで、北勝光生会に補助するものであります。

なお、資料の６、７もつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

ちなみにこの９１万８,０００円、歳出で見ておりますが、同額が歳入として入ってき

ます。

それから、２項児童福祉費１目児童福祉総務費２３節償還金利子及び割引料、国庫補助

金等返還金１９６万９,０００円、これも２７年度補助金の返還でありまして、子供のた
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めの教育、保育給付費の返還であります。国に１３１万２,２２６円、北海道に６５万６,

１１３円の返還となります。

それから、児童福祉施設費、手当、共済費、これは職員人件費で２５万８,０００円の

減額となります。

次のページ、３項国民年金費１目の国民年金事務取扱費、これも職員手当、共済費、職

員人件費で７万２,０００円の減額。

４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費、給料、手当、次のページ、共済費、職

員人件費で９万２,０００円の減額であります。

４款衛生費３項水道費２目水道費２８節繰出金３３４万１,０００円の減額、簡易水道

事業特別会計繰出金の減額であります。

６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費、手当、共済費、これは職員人件費の減

額で７万５,０００円の減額です。次の２目農業総務費、これも職員手当、共済費、職員

人件費で２０１万９,０００円の追加となります。４目畜産業費１９節負担金補助及び交

付金２億１,４８４万９,０００円、畜産・酪農収益力強化整備事業、これも同額が歳入で

ありますが、資料ナンバー８をお開きください。

資料ナンバー８は、畜産・酪農収益力強化整備事業でありまして、現在、町内下斗満地

区と殖産地区、関地区にそれぞれ既存の施設がございます。今回、このクラスター事業に

よりまして、下斗満地区には新施設として導入舎、離乳舎、哺育舎、堆肥舎。殖産地区に

は、育成舎、堆肥舎、バンガーサイロ３基。関地区には管理施設を設置する考え方であり

ます。下に、事業主体は、陸別酪農・畜産クラスター協議会、事業主体は農協になりま

す。今、言いました事業内容は、家畜飼養管理施設として導入した離乳舎・哺育舎・育成

舎・管理センター、家畜排せつ物処理施設として堆肥舎、それから飼料保管庫としてバン

ガーサイロ３基、家畜飼養管理施設附帯機器として哺育ロボット４０頭用を１基でありま

す。

全体事業費は７億２,５７６万円でして、国の補助金２億１,４８４万９,０００円、こ

れは歳入歳出同額となります。その他として、自己資金５億１,０９１万１,０００円とな

ります。これは国から補助金は町として歳入で受けて、歳出で同額をクラスター協議会に

補助金として出すという内容になります。

それでは、予算書１８ページにお戻りください。

８目の農畜産物加工研修センター管理費、手当、共済費、職員人件費、マイナス９,０

００円であります。

７款商工費１項商工費１目商工総務費、給料、手当、共済費、これは職員人件費で３０

２万８,０００円の減額。それから、観光費で共済費、その他共済費で社会保険料が３万

９,０００円、賃金、観光専門推進員賃金であります。これも先ほど前段で申し上げた予

算の計上となります。１３節委託料、施設設備等整備、それと１８節の備品購入費、管理

用備品ですが、物産館用の冷凍庫の更新でありまして、２４年度に購入した冷凍庫が故障
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して使用ができないということで、今回購入をするために予算計上しております。それに

係る委託料として、施設設備等整備で電源新設委託ということになります。

なお、資料ナンバー９にカタログなどをつけておりますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。

８款土木費１項土木管理費１目土木総務費、手当、共済費、これは職員人件費で３１万

３,０００円の減額。

８款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費、１８節備品購入費、公用車

１,１４３万５,０００円の減額であります。これは入札執行残による減額となります。

８款土木費５項下水道費１目の下水道費２８節繰出金１１６万８,０００円の減額、こ

れは公共下水道事業特別会計繰出金の減額となります。

９款消防費１項消防費１目消防費８節報償費１０万３,０００円、退職報償金でありま

して、消防団員１名が退団することに伴う報償金の追加の１０万３,０００円でありま

す。

１０款教育費１項教育総務費２目事務局費、給料、手当、共済費につきましては職員人

件費の増で、９１６万２,０００円の追加の補正となります。

４項社会教育費１目社会教育総務費、共済費、賃金、これは学童保育所の嘱託職員に係

る共済費、賃金の追加、あるいは減額となります。それから、委託料、公民館費、施設整

備５５万７,０００円。実は公民館の暖房ボイラーの関係ですが、法律の規制によりまし

て公民館のアスベスト分析調査をことしの６月２７日に実施しました。結果として、アス

ベストが含まれているということがわかりましたので、その結果を踏まえて、アスベスト

の濃度測定、飛散の調査を今回予算計上しました。これが１８万４,０００円。それか

ら、煙突の灰出し口の灰の処理２９万２,０００円。それから、煙突の灰出し口の封鎖８

万１,０００円が内訳となってございます。

それから、５項保健体育費１目保健体育総務費、旅費２１万円、費用弁償１０万５,０

００円、普通旅費１０万５,０００円ですが、実は陸別町のスポーツ推進委員１名が今回

１１月１７日から１８日に、福井県の越前市で開催される全国スポーツ推進委員研究協議

会で全国表彰を受けることになりました。北海道８名のうちの１名が陸別町ということに

なります。その出席に係る費用弁償、それに随行する職員１名分の旅費となります。

それから、次のページ、１９節負担金補助及び交付金６,０００円、これは今、言いま

した全国スポーツ推進委員研究協議会の負担金２名分です。

それから、学校給食費、給料、手当、共済費については職員人件費分となります。そし

て、その他の共済費、社会保険料、７節賃金の嘱託職員賃金、これも職員に準じて補正と

なります。合わせて６万６,０００円の減額となります。

次のページ、１１款災害復旧費２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧

費、旅費１３万２,０００円、普通旅費ですが、これは今回の災害被害における公共災害

の協議、札幌２人、２回分を計上しております。
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次の２６ページから２８ページには給与費明細書がありますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。

それでは、歳出を終わりまして、歳入、６ページをお開きください。

６ページ、歳入であります。

まず、９款地方交付税１項地方交付税１目地方交付税、既定額２２億３,４７２万２,０

００円で、今回、普通交付税で２,３０４万５,０００円の補正をしております。既定額の

普通地方交付税は２０億５,４７２万２,０００円で、特別交付税が１億８,０００万円。

今回、普通交付税で２,３０４万５,０００円の計上をしましたので、補正後は普通交付税

が２０億７,７７６万７,０００円と特別交付税、合わせて２２億５,７７６万７,０００円

となります。

専決処分でもお話ししましたが、ことしの確定額が２１億７,５５６万２,０００円です

ので、差し引き普通交付税は９,７７９万５,０００円ほど留保しております。

１３款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費補助金１節総務管理費補助金、社会保障・

税番号制度導入整備補助金６０万９,０００円。これは先ほど説明しましたマイナンバー

制度における通知カード、個人番号カードの事務費分の補助。それから、２目民生費補助

金１節社会福祉費補助金、地域介護・福祉空間等整備交付金９１万８,０００円、これは

介護ロボット導入支援交付金になります。それから、その下、年金生活者等支援臨時福祉

給付金事業費補助金２９７万円。合わせて３８８万８,０００円となります。それから、

３目土木費補助金１節道路橋りょう費補助金、建設機械整備費補助金、これは雪寒機械、

除雪グレーダーの購入に係る補助金の減額１,５７３万２,０００円であります。

１４款道支出金２項道補助金４目農林水産業費補助金１節農業費補助金、畜産・酪農収

益力強化整備事業補助金、クラスター協議会の補助金で２億１,４８４万９,０００円で

す。

次のページ、１５款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入２節通信設備貸付収

入、光ファイバー網貸付収入６５万３,０００円ですが、これはＮＴＴからの貸付料です

が、当初では４６８件を見ておりましたが、今回、５０８件ということで３７件分の増、

６５万３,０００円の補正となります。それから、２目利子及び配当金、これは優先出資

配当金３３万５,３４３円であります。

それから、１６款寄附金１項寄附金２目指定寄附金１節総務費寄附金、ふるさと整備資

金、寄附１件１万円。３節民生費寄附金、地域福祉資金１万円、これは寄附１件となりま

す。

それから、１９款諸収入３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入１節家畜導入貸付

金収入、これは優良家畜導入貸付金の償還金５９９万４,０００円。先ほど、歳出で説明

していましたように、約定償還分が確定して４６３万８,０００円の減額。繰り上げ償還

分が１,０６３万２,０００円ということで、その差し引き５９９万４,０００円となりま

す。
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それから、次のページ、１９款諸収入５項雑入３目雑入７節雑入５２０万５,０００円

ですが、まず社会保険料個人負担金が２万５,０００円。市町村振興協会助成金１００万

円、これは宝くじの補助金でありますけれども、歳出の充当先は中学生等海外派遣研修事

業のほうに充当します。それから、支障物件移設補償費１８５万円、これは道道津別陸別

線の線形改良工事に伴う光ケーブルの移設補償費になります。それから、介護給付費負担

金等精算返還金２３３万円、これは介護保険特別会計からの返還金であります。４目過年

度収入１節障害者福祉費等負担金過年度収入、これが１万８,０００円であります。

それから、２０款町債１項町債４目土木債１節道路橋りょう債、公用車購入事業、雪寒

機械、国庫補助金が減額になったことに伴う町債となりまして、６３０万円の増。それか

ら、７目の臨時財政対策債、確定によります１,４８７万６,０００円の減額となります。

それでは、５ページをお開きください。

５ページは、第２表地方債補正でありまして、変更であります。起債の目的で過疎対策

事業、総額が３億２,３３０万円、中ほどに公用車購入事業、雪寒機械で１,４３０万円。

一番下が臨時財政対策債で１億１,６００万円と、補正前がございました。補正後では、

先ほど説明しましたが、過疎債の総額が３億２,９６０万円、６３０万円の増となりま

す。それで変更後、公用車購入、雪寒機械２,０６０万円で、これが６３０万円の増とな

ります。それから、臨時財政対策債については、確定によりまして１億１１２万４,００

０円となります。利率については、変更前、変更後とも記載のとおりであります。した

がって、起債については、トータルでいきますと、８５７万６,０００円の減額となりま

す。

以上で議案第５４号の説明終わりまして、次、議案第５５号の説明に移ります。

議案第５５号平成２８年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

２、歳出であります。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費９節旅費８万８,０００円、普通旅費です

が、これは平成３０年度からの国保制度改革に関連する説明会がふえておりまして、札幌

での会議分を追加で計上しました。それから、１９節負担金補助及び交付金、北海道自治

体情報システム協議会、国保制度関連のシステム改修負担金であります。これは同額が歳

入で入ってきます。

２款保険給付費１項療養諸費４目退職被保険者等療養費１９節負担金及び交付金、療養

費１０万２,０００円の増ですが、これは退職被保険者で整骨院への通院がふえたという

ことで、今回その分追加になります。
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９款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金２９節償還金利子及び割引料９７０

万１,０００円の補正、これも国庫補助金の返還金でありまして、２７年度分の療養給付

費、国へ９５５万９,９７０円の返還。それから、退職者医療給付費、これは支払基金に

なりますが、１４万８５３円の返還となります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、４ページへお戻りください。

１、歳入。

２款国庫支出金２項国庫補助金３目国民健康保険制度関係業務準備事業補助金、節名も

同じですが、５９万４,０００円。

３款療養給付費交付金１項療養給付費交付金１目療養給付費交付金、現年度分、これは

退職者医療費、療養に係る追加の１０万２,０００円であります。

９款繰越金１項繰越金１目繰越金、前年度繰越金ですが、今回９７８万９,０００円の

追加となります。

なお、繰越金の確定額は２,７５０万７,８６７円ですから、見込み額１,４７８万９,０

００円を引いた１,２７１万８,０００円ほど留保しております。

以上で、議案第５５号の説明を終わりまして、次、議案第５６号の説明に移ります。

議案第５６号平成２８年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算

（第１号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

２、歳出です。

１款総務費１項施設管理費１目一般管理費、給料、手当、共済費、これは職員人件費の

補正で９６万２,０００円であります。

それから、次のページ、２項研究研修費１目研究研修費１９節負担金補助及び交付金の

負担金、会議負担金ですが、５万円。これは医師の講習会出席に係る負担金であります。

２款医業費１項医業費１目医療用機械器具費１１節需用費１３万円、修繕料ですが、こ

れは医療酸素供給装置の修繕であります。平成１６年に設置してから、エアが漏れている

ということで、その修繕料になります。それから、１３節委託料２２万７,０００円、こ

れも医療機器保守管理ですが、これも１６年に設置した医療用酸素の吸引装置の劣化がご

ざいまして、それの保守点検２２万７,０００円であります。

それから、７ページ、８ページに、給与費明細書をつけておりますので、後ほどごらん

をいただきたいと思います。

以上で歳出を終わりまして、歳入、４ページにお戻りください。

１、歳入。

６款繰越金１項繰越金、前年度繰越金１３６万９,０００円の補正ですが、確定額が２,
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０９２万７,００５円、見込み額が２３６万９,０００円で、差し引き１,８５５万８,００

０円ほど留保しております。

以上で、議案第５６号を終わりまして、次に、議案第５７号の説明に移ります。

議案第５７号平成２８年度陸別町の簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

地方債の補正。

第２条、地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、６ページをお開きください。

６ページ、歳出でありまして、１款総務費１項総務管理費１目一般管理費、手当、共済

費、職員人件費で１２万４,０００円の減額。

２款施設費１項施設管理費２目施設新設改良費、工事請負費で配水管新設で５４９万

８,０００円の追加であります。これは配水管の新設する箇所は、町道下陸別連絡線、共

栄第２のちょうど村上さんと藤本さんの間に若葉橋がある、町道がありますが、その交差

点から５０メートルぐらいです。ここに配水管を新設するということであります。

実は６月定例会で、賃貸住宅の補助金１,２００万円の、補正の議決いただきましたけ

れども、実はその後に、この事業をやる事業者の勘違いによりまして、今回この分を補正

するという内容になります。実は、事業者の方が、水道が走っているという思い込みをし

てしまって、本管が入っていないということが、町のほうにも照会に来なかったものです

から、それで今回わかって、これを補正で上げるという内容であります。

給与費明細書は、７ページ、８ページにありますので、後ほどごらんをいただきたいと

思います。

それでは、歳出を終わりまして、歳入、５ページに移ります。

４款繰入金１項他会計繰入金、一般会計繰入金ですが、財政対策分で３３４万１,００

０円の減額。

５款繰越金、前年度繰越金で３３１万５,０００円の補正ですが、これは全額、確定額

３８１万５,５５２円の全額の計上となります。

７款町債１項町債１目簡易水道事業債、配水管整備で５４０万円、過疎債が２７０万

円、簡易水道事業債が２７０万円となります。

それでは歳入を終わりますが、４ページ、前のページにお戻りください。

第２表、地方債補正、変更であります。

過疎対策事業の配水管整備１,５７０万円、過疎対策事業は合計が２,１３０万円。それ

から、簡易水道事業が同じく２,１３０万円で、配水管整備事業が１,５７０万円ですが、

変更後は、まず過疎対策事業の総額が２,４００万円、配水管整備が１,８４０万円で、２
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７０万円の増。簡易水道事業２,１３０万円が２,４００万円、配水管整備で１,５７０万

円が１,８４０万円で２７０万円増。合わせて５４０万円の補正となります。

利率については、補正前、補正後も記載のとおりであります。

以上で、議案第５７号を終わりまして、次に議案第５８号に移ります。

議案第５８号平成２８年度陸別町の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

歳出であります。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費、手当、共済費、職員人件費で１万円の補正

となります。

６ページ、７ページには給与費明細書がありますので、後ほどごらんをいただきまし

て、歳入、４ページにお戻りください。

４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金、財政対策分で１１６万８,０００円

の減額。

５款繰越金、前年度繰越金で１１７万８,０００円の補正、確定額１６７万８,４８４

円、一応、全額の計上となります。

以上で、議案第５８号を終わりまして、次に、議案第５９号に移ります。

議案第５９号平成２８年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

今回の介護保険の補正予算は、２７年度の決算の中で、２８年度に繰越金が１,１５２

万１,２１５円ございます。これは本来、介護保険会計は歳入歳出ゼロの繰越金が生じな

い会計でありますけれども、２７年度においては歳出が確定、介護給付費、地域支援事業

費などが確定しておりますけれども、歳出よりも多く国、道、支払基金、基金から、ある

いは一般会計からお金が入っているということで、それを返還するものであります。繰越

金があれば、必ず９月定例会では国などに返還をして補正予算をしているということにな

ります。

それで、４款基金積立金１項基金積立金１目の介護給付費準備基金積立金、今回、先ほ

ど言いました繰越金のうち基金に積むのが４７７万１,６１９円、積み立て後の残高は１,

０７８万６,２００円となります。
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５款諸支出金１項償還金及び還付加算金２目介護給付費負担金等返還金、２３節です

が、６７５万円。国庫補助金等返還金であります。

まず内容とすれば、介護給付費負担金などの精算返還金でありまして、まず国に１８１

万４,８８２円、北海道に１２５万４,４２６円、支払基金に１３４万９,９７７円、一般

会計への返還が２３３万３１１円、合わせて６７４万９,５９６円となります。それと今

説明した基金の積立金４７７万１,６１９円を足すと、繰越金の金額１,１５２万１,２１

５円となります。

それでは、歳入、４ページにお戻りください。

１、歳入です。

７款繰越金、前年度繰越金で、先ほど説明した１,１５２万１,２１５円の財源を充てる

ということで、これは歳入歳出ゼロになるということになります。

以上で、議案第５４号から議案第５９号まで説明を終わります。

以後、御質問によってお答えをしたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） １１時１５分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時５７分

再開 午前１１時１４分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎会議録署名議員の補充指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 多胡議員より、急用が発生し、退席する旨報告がありました。

会議録署名議員の補充を行います。

４番本田議員を指名します。

これから、議案第５４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第４号）の質疑を行い

ます。

第１条、歳入歳出予算の補正のうち、歳出の逐条質疑を行います。

事項別明細書は、９ページからを参照してください。

１款議会費９ページから、２款総務費１３ページまで。

１番中村議員。

○１番（中村佳代子君） コミュニティバスの運行についてですけれども、これに使う車

両はどんなものを用意しているのでしょうか。

○議長（宮川 寛君） 早坂総務課長。

○総務課長（早坂政志君） 車につきましては、現在、日産のほうから貸与を受けており

ますＮＶ車、電気自動車を予定しております。
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以上です。

○議長（宮川 寛君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） これ予約制ではないと思うのですけれども、あれはたしか７人

乗りくらいですか。乗れない分は、また待ってもらうという形になるのでしょうか。

○議長（宮川 寛君） 早坂総務課長。

○総務課長（早坂政志君） 先ほど、副町長の説明にもありましたが、来年の３月までは

ちょっと実証実験ということで進めさせていただこうと思っているのですが、乗れなかっ

た場合には、時間で運行を考えておりますので、戻ってまた対応するということは考えて

おりません。ちなみに先に進めています足寄町も１０人乗りで運行しておりますが、これ

まで１０人を超えてということがないので、その辺のことについては検証しながら検討す

るということで考えております。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 今の質問と重複するかもしれませんけれども、１１ページのコ

ミュニティバスの運行で、説明資料にもありますけれども、まず路線的に、今、総務課長

が言いましたように試験的というか、そういう形なので今後検証しながらということであ

りますけれども、⑫からその奥、今回地滑りを起こしたいわゆる栄町の奥のほうに行かな

いと、あの周辺の老人の方が多いように思うので、今後、試験している中でそっちにも足

を伸ばすよというか、車の運行を進めるようにひとつしてほしいと思いますけれども、検

証の結果、今後どうなるか。

それともう１点は、このことについては１月から町長の考えを議会の中でもやって、４

月から一部、院外処方の関係でもしてきて、１０月から執行したいと、完全実施というの

ですか、全実施というか、そういう話もされてきているのですけれども、さきの一般質問

の中で本田議員も質問しておりまして、いわゆる今、病院の中に実際に告知されている張

り紙があるというそういう状況の中で、知る人ぞ知る、知らない人ぞ知らないという状況

があるので、私はこの際、議会が終わってから９月、実施するのは１０月ですけれども、

その間に町民全員に回覧でこういうことについて、いわゆる院外処方の関係とか、あるい

はコミュニティバスの運行とかというのを、参加するしないは別としてもやっぱり町長と

して、きちっと来てもらって、集めて、来てもらって説明することが一番いい方法でない

かと。その際には、町長も一般質問の中で答えていましたように、自治会長回りを全部し

たという話ですけれども、一般町民の中には一抹の不安と不満も持っていると思いますの

で、私が今言った点について、いわゆる急がば回れという感じでやってほしいと思うので

すけれども、その辺についてどうですか。２点について伺います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） その点について、きのうも御説明させていただいたと思うのです

が、回覧で、まず１回目はあのぐらいの書き方しかできないと。あと足等についてはそれ
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ぞれ、これは直接、院外のためのコミュニティバスではないのですが、利用できるので、

そこら辺も心配な方には回覧の追加で優しくして、報告していくというようなことを言っ

た記憶がありますし、あと、確かに集まっていただいて、そこに行けばいいのですけれど

も、それほどのやっぱり時間の余裕もないですし、あとは職員にも優しく、親切、丁寧に

そこら辺説明しなさいということも言っているので、それでおさまるというか、周知はで

きるのではないのかなと、私は思っております。

○議長（宮川 寛君） 早坂総務課長。

○総務課長（早坂政志君） 先ほどの質問のほうの栄町の奥のほうの対応等についてです

が、これらにつきましては実証実験ということで、これから御意見もいただきながら検証

したいと思います。あと、運行に係る時間等も検証しなければならないと思っております

ので、その辺もお含みいただきたいなと思います。

それから、コミバスの運行等のお知らせにつきましては、この後すぐに町内のほうに時

間とか、停車場等を一定程度決まりましたら、すぐにお知らせをしたいと考えておりま

す。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 私的に、いわゆる町政懇談会という感じになろうかと思うのです

けれども、１０月実施ですから、９月にしたほうがいいのではないかという話をしたので

すけれども、いろいろ町長に対する誤解もあるような気がするのですね。何となく町民の

話の中で出てきているのは、余りにもちょっと強引と強権的過ぎるのではないかという言

い方をしていますので、そういう誤解を解消する上でも町政懇談会というのを陸別のタウ

ンホールでもいいですから、いついつ、こういう案件で説明いたしますので来てください

ぐらいな案内はしても僕はいいのではないかと思うのですね。そして、町長のそういう顔

を見ることによって、町民がまた安心していくのではないかと思うのですけれども、もう

一度その辺、御考慮願えるかどうか伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今月いろいろな日程も重なっていますし、そこら辺のことも頭に

はありましたが、私の結論として先ほども言いましたように、ああいった周知の仕方で納

得していっていただけるように最大限努力していきたいと思っております。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） コミュニティバスの運行につきまして、ちょっと私、聞き漏らし

たのかもしれないのですが、この路線につきまして、郊外線につきましては予約制という

ことでありますから、ドア・ツー・ドアというのですか、家の玄関まで行っていただける

というふうに理解してよろしいですか。

○議長（宮川 寛君） 早坂総務課長。

○総務課長（早坂政志君） 議員のお考えのとおりであります。連絡をいただきまして、
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週に１回しか回りませんけれども、連絡がありましたらそちらまでお伺いして、町まで乗

せてくるというような形をとりたいと考えております。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、次に行きます。

次に、３款民生費１４ページから、４款衛生費１７ページ下段まで。

２番久保議員。

○２番（久保広幸君） １項社会福祉費２目老人福祉費１９節負担金補助及び交付金、こ

の中の介護ロボット等導入支援事業補助金９１万８,０００円につきまして、これは地域

介護・福祉空間整備等交付金でありますから、実施主体は市町村、事業体は介護サービス

事業者ということになると思います。これにつきましては、通常、交付金の場合は町を経

由する形だけになっているのですが、今回の場合、従来どおり事業者がこういうメニュー

を見つけてきて町を経由したのか、逆に町のほうでこういう事業があることをあっせんし

たのか。また、同時に、先ほど社会福祉法人北勝光生会から導入計画があったものという

お話がございましたが、ほかの事業者からはなかったのかお伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） ただいまの御質問にお答えいたします。

まず、事業者がみずから見つけたのかという御質問ですが、こちらにつきましては国・

道経由ですけれども、各介護事業者に対してこういうものがありますので、希望があれば

市町村に申し出てということで、うちに申し出があったのが北勝光生会、１事業者となっ

ております。ほかにはなかったです。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） それで、この９１万８,０００円、これは非常に少ない金額であ

りまして、私の知るところでは、限度額、１事業者当たり３００万円になっているだろう

と思うのですが、恐らく、これ私の推測ですが、全国的に非常にこれが殺到して、全国レ

ベルで調整がかかったのか。先ほど、１事業者だったのかと確認したのは、ほかにもあっ

て、町村単位で調整があったのかということが心配あったものですから、お聞きしたわけ

でありますが、全国レベルの調整があったのかどうか、お伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 議員のお見込みのとおり、当時は、当初、希望

額調査が２月ごろにあったときには、３００万円限度ということでありました。しかし、

これもお見込みのとおり、全国で皆さんが手を挙げ、５,０００を超える事業者からの要

望があったため、今回、９２万７,０００円という限度額に変えられております。そこで

法人としても、そこに入るだけの要望に変えてきているということであります。

町として調整をかけたということは、先ほども申しましたけれども、ありません。
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以上です。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 前議員に引き続いて補足的に質問したいのですけれども、説明を

聞き漏らしていたのかもしれませんけれども、この９１万８,０００円なのですけれど

も、これは何基分なのか。そして本体の正規価格が幾らで、補助率的に計算して９１万円

ということになるのか、その点のいわゆる本体価格、実際と個数的に１基なのか何基なの

か。

それと、北勝光生会のほうで、福祉法人のほうにこれを貸すのではないと思うのです

が、いわゆる供与するというのかな、あげるということです。その辺の中で、これを使う

場合での介護員の特定があるのか、それとも誰でも使えて、使うことができるのか。

それと、実際上、これが耐用年数、機械ですから必ず耐用年数があろうかと思うのです

けれども、その辺についての説明をお願いいたします。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） まず個数につきましては、資料ナンバー６番に

ありますが、まず６番の腰補助用マッスルスーツ、こちらにつきましては１台、定価６０

万円程度ということになります。

それから、その次のページにありますａａｍｓ(アームス)という見守りシステム、これ

敷き布団等の下に敷くものでございますけれども、こちらにつきましては、これも１基で

定価２０万円を超えておりますが、２７万円という最初は定価を聞いていますが、実際に

出てきている分については若干それから下がっているということがありまして、補助額が

先ほど言いました９１万８,０００円ということで、全額の補助となります。

それから、これは介護事業者に対して、その事業所に勤める方の介護従事者の介護負担

軽減ということで、資料にもありますが、マッスルスーツについては、着用すると３分の

１の力で人を移乗させるとか、ベッドの移乗だとか、お風呂に入れられるということで、

介護員の負担を軽減することで介護離れを防ぐだとか、そういうことがありますので、ど

こに貸し出すとか、そういうものではありません。事業所の従業員が使うというものに

なってございます。

それから、耐用年数につきましては、申しわけございませんが、今、手元に資料がござ

いませんので、一定程度の耐用年数はあるとは踏んでおりますが、ちょっと今、資料を持

ち合わせておりませんので、判断は議長に委ねます。（発言する者あり）それと、基本的

には介護員の方々、これ事業所に対するものですから、については誰が使っても構わな

い。基本的には介護補助員、介護員が使うというものになっております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 口幅ったいことをちょっと言うわけなのですけれども、ここで科

目的にというか、科目で１９節なのかな、１９節ですね。補助金、今の説明では全額出す
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と、実際に何というの、価格に見合った補助というその補助という言葉、僕自身が今まで

聞いていたのはいわゆる５割が限度で、それ以上になると交付金というふうに聞いている

のですけれども、その辺についてちょっと字が違うような気がするのですけれども、その

辺はどうですか。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） もちろん補助には５割、３割いろいろあります

が、こちらにつきましては全額補助という内容のものであります。

以上です。

○議長（宮川 寛君） その流れを話ししないと、わかってもらえないのではないかい。

国から補助が入って、それを町をまたいで企業に、企業って事業所に補助するということ

でしょう。その辺の話をきちっとしないと、わかってもらえないような気がするのですけ

れども。

丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 先ほども簡単に説明しましたけれども、当時、

２月の時点でこういう補助メニューがありますよということで、各事業所に対して通知が

あったと、町に対してもその通知はありました。それで、それを踏まえて、この補助は市

町村経由で出すということで、国からの間接補助の形になりますけれども、そういう形で

町が申請をするという形になります。事業所からいただいた資料をもとに、町が国に対し

て補助金の申請をすると。それに対して、国のほうから町に対して補助金をまた入れてい

ただけるということになります。もちろん町は、その補助金を法人に対して支出をすると

いう形の流れになってございます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） わかりましたか。（発言する者あり）

４番本田議員。

○４番（本田 学君） 今の、介護ロボットなのですけれども、今回は、その補助金を全

額で今の９１万８,０００円ということで、実証実験ということではないのですけれど

も、今、やはり激務ですよね、介護の仕事というのは。今回、こういうものがあったのだ

と思って、自分的にもこれがまた補助金でということなので、この後、これを使っても

らって、今、しらかば苑もそうですし、とまむ園も高齢化になって、さまざまな激務とい

うか問題を抱えていると思うので、これから国の補助金があったから使ったとかというこ

とではなくて、この後使用してこれからどうだったのかという検証が必要だと思うのです

けれども、いいとなれば、半分補助、半分負担とかではないのですけれども、さまざまな

そういう手だてというのも視野に入れながら、いろいろ聞いていくのも一つかなと思うの

ですけれども、いかがですか。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 国の補助が今後どうなるかというのはわかりません。した
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がって、単独ということになれば、今回たまたま国の補助金が全額つくということで、法

人の要望もあるので今回、町が申請したということなのですね。議員言っていることもわ

かります。それは、これからの課題になっているのかなと、そういうように思っておりま

す。

以上です。

○議長（宮川 寛君） なければ、次に、６款農林水産業費１７ページ下段から、７款商

工費２０ページ中段まで。

７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 農林水産業の１８ページで、それこそ補助金の２億１,０００万

円で事業を起こすわけなのですけれども、これは実際にＪＡが事業主体となっていくとい

う中で、７億の中であと残り、２億円のほかに５億円ですか、それは農協のほうで負担す

るようになっていくと思うのですけれども、その辺の流れと、それから実際に今またこれ

だけの事業をする上で、冬場に向かうわけなのですけれども、工期的にはどれぐらい見て

いるのかどうか伺いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 副島産業振興課長。

○産業振興課長（副島俊樹君） ただいまの御質問でありますけれども、この事業、陸別

町農業協同組合が主体ということで、全体事業費は７億２,５７６万円ということになり

ます。そのうち国費の補助が、予算計上のとおり２億１,４８４万９,０００円ということ

で、残り５億１,０９１万１,０００円は、農協の自己負担というふうになります。

この事業自体は、陸別町の酪農・畜産クラスター事業で実施するわけですけれども、そ

の前段といいますか、その内容の一つとして、池北三町とプラス池田高島農協の４ＪＡの

共同の取り組みという位置づけもありまして、資金的にはほかの農協から資金を受けると

いうことではないのですけれども、今後、施設ができた際には、それらの農協からも牛の

預託を受けるというような形にもなっております。

それと、冬場に向かうということでの工期なのですが、現在のところ、まだ補助申請も

終わってはいない状況なのですが、計画書は出して、その認定を待っているという状況で

して、その認定が来てから補助申請ということになりまして、その際に、はっきりした工

期が示されてくるのかなと思いますけれども、現時点での計画上のスケジュールは一応年

度内、３月３１日ということでの計画にはなっております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） １問目のときに聞けばよかったのですけれども、今の説明の中で

７億円に対して２億円というか、補助率的にいけば３割ぐらいなのですよね。クラスター

事業という国の事業は、聞いている範囲では５割ということなので、その補助の対象にな

らないような施設が含まれて、こういう３割程度におさまったのかどうか、もう一度説明

願います。
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○議長（宮川 寛君） 副島産業振興課長。

○産業振興課長（副島俊樹君） 実際は、この事業自体は２分の１以内というふうには

なっているのですけれども、その施設によりまして対象になる部分、ならない部分もござ

います。それと、上限事業費というものが定められている部分もありまして、同じ建物の

中でも場所によっては２分の１相当分の補助金が入っているところと、そうでなくて２分

の１を下回ってしまうところがありまして、それらを合計すると、この補助金額に。この

事業費と補助金額になるということで、細かい数字はちょっと今の段階ではお示しはでき

ないのですけれども、そういったことで単純に２分の１にはなってはいないということに

なっております。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、次に、土木費２０ページ中段から、９款消防費２１

ページまで。

２番久保議員。

○２番（久保広幸君） ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費１８節備品購入費で

あります。公用車購入費１,１４３万５,０００円の減額についてでありますが、これはグ

レーダーの整備に係るものという説明を受けております。入札執行残ということで減額に

なったということでありますが、この歳入の補助金との関係でもございますが、入札執行

残を上回る補助金の減額になって、それを起債で補うということでありますので、この補

助金の算定についてお伺いしたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 高橋建設課長。

○建設課長（高橋 豊君） 今、歳入の件があったのですけれども、まず最初に、歳出の

備品の関係でございますが、当初予算では４,３７４万９,０００円を予算計上しておりま

した。それで設計金額につきましては、４,２９４万２,９６０円ということで、そこで既

に予算を組む段階で８４万８,０００円ほど少なくなっていると。それプラス、先ほど

言った入札によって入札金額が備品だけで言いますと、３,２３１万３,６００円というこ

とで、合わせて当初予算と比較すると、１,１４３万５,０００円の減ということになりま

す。ですから、全てが執行残というわけではなくて、予算を組むときに既に８０万円ほど

減額になっているということでございます。

それと、歳入の関係でございますが、歳入のほうを言っていいのかということも。

○議長（宮川 寛君） どうぞ、答弁してください。

○建設課長（高橋 豊君） 当初、事業費的に補助金が３分の２以内ということで補助申

請をしていたのですけれども、現実には補助金の金額が１,０４８万８,０００円しか来て

いないということで、補助金の３分の２以内ということですので、先ほどというか、国の

補助金の金額が少ないということで、当然、町に割り振りされる３分の２以内ですので、

そこら辺で補助金が少なくなっているということでございます。
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当初２,６２２万円の補助金を要求していたものに対して、１,０４８万８,０００円し

か来ていないというのが現実というか、結果的にはその補助金しか来ていないという結果

でございます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） 補助金が、これに至った説明は、ただいまわかりました。

それで、今、質問の際に、歳入の土木補助金という言葉を使ったので混乱をさせたと思

います。２１ページの財源の内訳のところの国・道支出金と地方債というところを見て質

問したということで、御理解いただきたいと思います。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、次に、１０款教育費２２ページから、１１款災害復旧

費２５ページまで。

６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） １０款教育費４項社会教育費２目公民館費の１３節委託料、ここ

で５５万７,０００円というのを見られていますが、先ほど説明の中には、アスベスト調

査費ということでお話されていましたが、今後、陸別町の建物については、このような事

例というのが出てくるのかどうかちょっとお伺いしたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 有田教育委員会次長。

○教育委員会次長（有田勝彦君） それでは、私のほうから教育関係につきましては、基

本的に所有している施設、例えば学校施設でありますとか、社会教育、社会体育施設であ

ります。今回についてもアスベストの関係については、従前から年度を経て国の法律も変

わっておりますし、それに基づきまして対象施設、対象内容物も変わってきております。

今回、教育委員会といたしましては、平成２６年の法の改正に基づきまして、今回対象

が、今まで例えば天井だとかの吹きつけの部分が、中の含有物についても調査しなさいと

いうことで、今回はボイラーの煙突の中に断熱材があるのですけれども、その断熱材の内

部にもアスベストが含有されているおそれがあるので、その調査が必要ですよということ

を受けまして、２７年度については中学校のボイラー関係の煙突、本年度につきましては

公民館のボイラーの煙突を実施をして、今回、公民館につきましては断熱材の中にアスベ

ストが入っているという分析結果がありましたので、今回の補正によりまして、そのもの

について測定等をやっていきたいというような内容であります。

今後につきましては、今、認識している中では、その他に同様の調査をやるという予定

はありませんけれども、今後、今の対象以外にまた国の法律が改正されまして、そういう

調査等が拡大していけば、随時実施していきたいというような状況であります。

以上です。
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○議長（宮川 寛君） 高橋建設課長。

○建設課長（高橋 豊君） 教育委員会関係の今回、ボイラーの煙突の中にアスベストが

含まれているということでございますが、ほかに町関係の施設については、そういったア

スベストを利用しているような施設はありませんということで、御理解のほどよろしくお

願いいたします。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、次に、歳出全般について行います。

ただし、款を区切っての質疑は終わりましたので、他の款との関連あるもののみとしま

す。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、以上で歳出についての質疑を終わります。

次に、歳入全般について質疑を行います。

歳入の事項別明細書は、６ページから８ページを参照してください。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 以上で、歳入についての質疑を終わります。

次に、第２条、地方債の補正について質疑を行います。５ページを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 最後に、歳入歳出全般について質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、以上で質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第４号）を採決しま

す。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５４号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５５号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで、質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５５号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５５号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５６号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第１号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算全般について行います。

事項別明細書は、４ページから６ページまでを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで、質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５６号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第１号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５６号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５７号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算のうち、歳入歳出全般について行います。

事項別明細書は、５ページから６ページまでを参照してください。

７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） ６ページの２款、工事費の１５節なのですけれども、５４９万

８,０００円と言うのですけれども、これは先ほどの説明では共和地区って、（発言する

者あり）共栄、町の中ですか、わかりました。



― 28 ―

○議長（宮川 寛君） ほかになければ、次に、第２条、地方債補正について質疑を行い

ます。４ページを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで、質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５７号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５７号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５８号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで、質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５８号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５８号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５９号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１

号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで、質疑を終わります。
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これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５９号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１

号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５９号は、原案のとおり可決されました。

午後１時まで昼食のため、休憩いたします。

休憩 午前１１時５５分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第 ９ 議案第６０号平成２７年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について

◎日程第１０ 議案第６１号平成２７年度陸別町国民健康保険事業勘定

特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第１１ 議案第６２号平成２７年度陸別町国民健康保険直営診療

施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第１２ 議案第６３号平成２７年度陸別町簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について

◎日程第１３ 議案第６４号平成２７年度陸別町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算認定について

◎日程第１４ 議案第６５号平成２７年度陸別町介護保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について

◎日程第１５ 議案第６６号平成２７年度陸別町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第９ 議案第６０号平成２７年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから、日程第１５ 議案第６６号平成２７年度陸別町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第６０号平成２７年度陸別町一般会計歳入歳出決算
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認定について、続きまして、議案第６１号平成２７年度陸別町国民健康保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６２号平成２７年度陸別町国民健康

保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６３号平

成２７年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第

６４号平成２７年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまし

て、議案第６５号平成２７年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につい

て、続きまして、議案第６６号平成２７年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について、以上、議案第６０号から議案第６６号まで７件一括して、別紙監査委員の

意見を付しまして、議会の認定を求めるものであります。

内容につきましては、副町長のほうから説明いたしますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、時間をかりまして、議案第６０号から第６６号ま

で、一括して説明をさせていただきたいと思います。

議案第６０号平成２７年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定についてでありますが、ま

ず、説明資料のナンバー１０をお開きいただきたいと思います。

説明資料のナンバー１０は、２７年度の歳出決算資料であります。

各課配当しておりますので、予算執行、配当主義をとっておりますので、その配当した

予算と決算について、特別会計を含めて説明をさせていただきたいと思っております。し

たがって、各課配当しておりますので、これから決算書などで説明する各科目ごとの決算

額とは異なりますので、そこら辺、御理解をお願いしたいと思います。

まず、中ほどから左側が一般会計になります。右側が特別会計ということで、まず、こ

の表の見方ですけれども、一般会計でいきますと、予算額、決算額、繰越明許費、不用額

とございます。この繰越明許費というのは２８年度への繰越明許費ですから、予算額には

含んでおりますけれども、決算額には入っておりませんので、お間違いのないようにお願

いしたいと思います。

それではまず総務課ですが、予算額が２７億８,０４６万２,０１７円、決算額が２７億

３,１４２万４,５２３円ということで、執行率は９８.２％になります。ちなみに明許費

が１,７００万円。

それから、町民課ですが、予算額が２億７,１５９万９,８６３円、決算額が２億２,７

８８万４,４１７円で、執行率は８３.９％であります。明許費は３,８２９万８,０００

円。特別会計ですが、町民課は国保会計と後期高齢者の会計も担当しておりまして、まず

国保会計については、予算額が５億２,３６１万１,０００円で、決算額が４億９,３２２

万２,７６８円、９４.２％の執行率になります。それから、後期高齢者特別会計は４,０

８４万７,０００円の予算に対して、４,００７万９,２６１円、９８.１％の執行率であり

ます。それから、保健福祉センター、予算額３億２,４３０万５,０００円、決算額が３億
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７６４万１８３円で、執行率が９４.９％。保健福祉センターは、介護保険の特別会計も

担当しております。２億９,７６３万３,０００円の予算に対して、決算額２億８,９８３

万４８７円、執行率が９７.４％であります。

産業振興課ですが、１３億６,６４８万９,０８０円、決算額が１２億１,６４３万２,１

５９円、明許費が６,７２２万８,０００円であります。執行率は８９％です。

建設課ですが、６億９,１４１万５,４４０円の予算に対して６億７,５９１万２,２７５

円、９７.８％の執行率。

建設課は、簡易水道特別会計と下水道特別会計も担当しております。まず、簡水会計で

すが、２億２,３７４万８,０００円の予算額に対して、決算額が２億１,９７７万３,９１

１円、９８.２％の執行率。

下水道会計は、１億６,８２８万３,０００円に対して１億６,６７１万４,４２３円、９

９.１％の執行率となります。

教育委員会ですが、１億６,３２８万円の予算に対して、１億５,１１８万７,８７９

円、９２.６％の執行率。

国保診療所は特別会計ですが、４億２,５８９万５,０００円に対して、４億４６６万

４,７２７円、９５％の執行率です。

議会は、３,８１５万６,０００円の予算に対して、３,７４４万５,１１８円、９８.１

％の執行率。

監査ですが、２０２万４,０００円に対して２００万２,２５０円、９８.９％となりま

す。

選挙管理委員会は、７８８万５,０００円に対して５８５万９,５９４円、７４.３％で

す。

農業委員会は、８００万７,０００円の予算に対して７１９万２,２３６円、８９.８％

となります。

一般会計の予算額、５６億５,３６２万３,４００円に対して、決算額は５３億６,２９

８万６３４円で、９４.９％の執行率です。

特別会計につきましては、１６億８,００１万７,０００円に対して、１６億１,４２８

万５,５７７円、全体としては特別会計は９６.１％となります。参考までに、一般会計と

特別会計の合計を申し上げますと、予算額、７３億３,３６４万４００円の予算に対し

て、６９億７,７２６万６,２１１円、繰越明許費の合計が、１億２,２５２万６,０００円

です。執行率が９５.１％となります。

ここに記載のとおり、一般会計は各課等への配当予算の決算額を記載しております。人

件費、一般職、特別職は、一般会計分は総務課ですけれども、総務課を除く時間外勤務手

当は、各課に配当しております。

特別会計は、各決算額を記載しておりまして、職員人件費も含んでおります。参考まで

に、一般会計の繰越明許費、１億２,２５２万６,０００円を控除した執行率は、おおむね
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９７％の執行率となります。

次、ナンバー１１を開いてください。ナンバー１１は、２７年度の一般会計歳出決算額

に対する財源内訳表になります。真ん中から左側は、ナンバー１０の資料と同じですが、

右側については千円単位で財政状況の数値を記載をしております。総務課においては、歳

出総額２７億３,１４２万５,０００円に対して、一般財源が２３億３０１万６,０００

円。特定財源が、４億２,８４０万９,０００円の内容であります。

それから、町民課については、２億２,７８８万５,０００円で、一般財源が１億６,６

９５万４,０００円、特定財源が６,０９３万１,０００円です。総務課において、一般財

源が多いのは、交付税が入ってきております。それから、町民課においては町税が入って

きております。それから、保健福祉センターについては、３億７６４万円に対して、一般

財源が１億４,８００万円、特定財源が、１億５,９６４万円。

産業振興課においては、一般財源が２億９３９万５,０００円、特定財源が１０億７０

３万７,０００円。

建設課においては、一般財源２億４,６３７万４,０００円、特定財源が４億２,９５３

万８,０００円です。

教育委員会は、一般財源が１億３６８万２,０００円、特定財源が４,７５０万６,００

０円。

議会については、一般財源３,７４４万５,０００円。

監査においては、２００万２,０００円が一般財源。

選挙管理委員会は、一般財源が４０７万４,０００円、特定財源が１７８万６,０００

円、これは知事、道議選挙の執行経費の委託料になります。

農業委員会、一般財源が５４０万７,０００円、特定財源が１７８万５,０００円です。

トータルとして、一般財源、歳出総額５３億６,２９８万１,０００円に対して、一般財

源は３２億２,６３４万９,０００円、特定財源が２１億３,６６３万２,０００円でありま

す。ちなみに、その下、一般財源総額３３億７,８９７万８,０００円とありますが、これ

は歳入総額から特定財源を控除した金額となります。

それで、歳入決算額５５億１,５６１万２８７円から、歳出総額５３億６,２９８万６３

４円を引きますと、１億５,２６２万９,６５３円となります。それから、繰越明許費繰越

額４,０５７万１,０００円及び基金積立金６,０００万円、これは財政調整基金に積んで

おりますけれども、それを控除した５,２０５万８,６５３円が２８年度へ繰り越しとなり

ます。

それでは、次、ナンバー１２をお開きください。

これは、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金実績資料でありまして、国に提出

した実績報告書の数値であります。まずは消費喚起型ということで、これは２６年度から

２７年度に繰越明許した資料になっています。プレミアム商品券が、決算額が１,００３

万９,５２４円、交付金充当が７７０万８,０００円というぐあいになっております。
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以下、その下が先行型、上乗せ分ですが、この三つの事業については２７年度の現年度

予算になっています。消費喚起型と先行型が繰越明許費でありまして、先行型上乗せ分と

いうのは、２７年度の現年度予算となっております。合わせて合計ですけれども、総事業

費５,４０７万２,１２９円に対して、交付金、国のお金が３,７８３万２,９００円となっ

ております。これは、総務費補助金として２７年度で受けております。

次に、ナンバー１３をお開きください。

これは２７年度の繰越明許費事業実績一覧、一般会計でありまして、これも前のページ

と一部重複しますけれども、２６年度から２７年度に繰越明許した事業の一覧です。今、

言いましたナンバー１２の消費喚起型、あるいは先行型が、この中にも入ってきておりま

す。後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、ナンバー１４、これは２８年度繰越明許費事業の一覧でありまして、２７年

度から２８年度への繰越明許した一覧であります。先ほど言いましたけれども、繰越額が

１億２,２５２万６,０００円となっています。この中で国庫支出金３,８４０万５,０００

円、起債の５２０万円、その他財源、基金３,８３５万円、これは収入未済額になってお

ります。２７年度から２８年度に繰り越しする段階で、一般財源、合計４,０５７万１,０

００円が収入済額となっておりまして、決算書の１１８ページの収支のほうで出てきま

す。

それでは、決算書の１２８ページをお開きいただきたいと思います。

１２８ページの資料、一般会計の資料になります。

それでは、まず１２９ページの第１表、平成２７年度歳入歳出決算の総括であります

が、予算額５６億５,３６２万３,４００円に対して決算額、歳入が５５億１,５６１万２

８７円、歳出が５３億６,２９８万６３４円ということで、差し引き１億５,２６２万９,

６５３円の残額となります。それで、先ほど資料で説明した翌年度に繰り越しすべき財

源、４,０５７万１,０００円と財政調整基金に６,０００万円を決算剰余金として積んで

おりますので、差し引き５,２０５万８,６５３円が２８年度への繰越金となります。

次の１３０ページになります。

１３０ページは、第２表、歳入実績最近年度比較表でありまして、各款ごとに、予算現

額、調定額、収入額、収入済額、不納欠損額、収入未済額ということで、これは２６年度

との比較になっています。

１款町税でいきますと、収入済額は３億１,６２６万８,０００円、前年度から見ると

１,２３０万５,３８８円の増となっております。不納欠損１７万７,８１０円、これは８

件であります。それから、収入未済額３１６万４,３８１円、これは２６２件、前年度よ

り７０件ほどふえております。ちなみに現年度分でいきますと、１４７件、２２４万２,

００７円、滞納分が１１５件で９２万２,３７４円であります。

町税から町債まで、ここに書いておりますが、ここで見ておわかりのとおり、町の財政

の収入状況においても、一番右側にございますが、２７年度決算においては交付税が４
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５.２％と、約半分を交付税が占めているという状況になります。それで町税から町債の

中で自主財源と言われる部分がございますが、これはトータルとすれば１３億４３８万

４,１６０円でして、比率とすれば２３.６％、２６年度が２６.４％ですから、２.８％自

主財源率が下がっていると。

それから、依存財源、つまりこれは国から交付されるもの、交付税を含みますし、町債

も含みますが、４２億１,１２２万６,１２７円ということで、依存財源は７６.４％を占

めているということになります。前年度から見ると２.８％、自主財源が２.８％減った

分、依存財源で２.８％ふえていると、そういうふうになっております。

第３表の歳出実績最近年度比較表、これは後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、１３２ページ、第４表の町税徴収実績表であります。

町民税、先ほど説明しましたが、収入済額が現年度分で１億３,４９６万８,７０３円。

収入未済が１２６万３,３０７円、収入未済額は２２人の６８件であります。それから、

滞納繰越分でいきますと、収入済額が３２万５,５６４円、不納欠損１０万７,２１０円、

これは３件です。それから、収入未済額が６２万６,４０２円、２法人、１７人でありま

す。それから、個人でいきますと、収入済額１億１,０４２万８,５０３円で、収入未済額

が１２６万３,３０７円。滞納繰越分でいきますと、調定額が７５万８,３７６円に対し

て、収入済額が３２万５,５６４円、３件、１０万７,２１０円の不納欠損と、収入未済額

が３２万５,６０２円、１７人の３８件。法人では現年度分は１００％納入ですが、滞納

繰越分で３０万８００円調定しておりますが、未収になっていると。これは２法人２件で

あります。

固定資産税が、収入済額が１億５,３０１万５,６００円、不納欠損が１万４,７００

円、これは１件です。収入未済額９２万９,７００円、これは１８人の７０件です。滞納

繰越分は４３万２,７２５円の調定に対して、収入済額が１０万３,３７５円、５万５,９

００円の不納欠損、４件分です。それから、収入未済額が２７万３,４５０円、１６人の

７１件分です。

それから、軽自動車税、収入済額４８８万６,４００円で、収入未済額が４万９,０００

円、８人、９件分であります。滞納繰越分が２万２,６００円、収入済額が７８円、未収

が２万２,５２２円、３人の４件であります。

合計で、現年度分、３億１,８０９万５,６９０円の調定に対して収入済額が３億１,５

８３万８,９８３円、不納欠損が１件、１万４,７００円、未収が２２４万２,００７円、

４８人の１４７件。滞納繰越分が調定額１５１万４,５０１円に対して収入済額が４２万

９,０１７円、不納欠損が１６万３,１１０円で、７件。収入未済額が９２万２,３７４円

で、２法人３６人、１１５件となります。

次のページ、第５表は、歳出の性質分析表であります。

ここで特にあれしたいのは、ここで言う義務的経費、つまり人件費、それから扶助費、

それから公債費、人件費、扶助費、公債費というのは自治体の義務的経費と言われるもの
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でして、これが１４億１,０１３万９,０００円ありますが、先ほど説明した自主財源、陸

別町独自で徴収できる財源、これが１３億４３８万４,０００円しかありませんから、差

し引きすると１億５７５万５,０００円ほど不足すると。それは交付税などの財源を充当

しているということになります。

それから、次の１３４ページ、これは第６表の最近５カ年間の決算額調べですが、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

１３５ページ、第７表、引き上げ分の地方消費税交付金(社会保障財源化分)が充てられ

る社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費でありまして、御存じのとおり、消費

税が２６年度決算で５％から８％に上がりました。その３％分が社会保障４経費に充当す

るということになります。したがって、２７年度決算、ここにございますが、社会福祉、

社会保険、保健衛生、合わせて６億２,０６１万５,０００円ございますが、そのうち右側

の一般財源、地方消費税交付金、社会福祉費で７７３万７,０００円、社会保険で４５９

万６,０００円、保健衛生で９７０万６,０００円、合計２,２０３万９,０００円を充当し

ているということになります。

それでは、決算書の８ページ、歳入をお開きいただきたいと思います。

８ページは、歳入であります。今、町税など、資料で説明をさせていただきましたの

で、ポイント的に説明いたします。

まず、資料のナンバー１５－１、２には町税の調定、収入状況調書があります。それか

ら、合わせてナンバー１６に、十勝市町村税滞納整理機構の引継収納状況、それからナン

バー１７に不納欠損の状況、この三つをつけておりますので、後ほどごらんをいただきた

いと思います。

それでは、まず９ページになりますが、町税の未収額でございます。まず町民税、個人

の現年分で、未収で１２６万３,３０７円ありますが、８月末現在で１１人、２３件、６

７万７,５２９円が収納済みであります。それから、滞納繰越分、未収額が３２万５,６０

２円になっておりますが、このうち８月末までに４人、５件、５万２,２２５円が収納済

みであります。合わせて滞納繰越分の収入済額３２万５,５６４円の中には、税滞納整理

機構から１０件、１８万６,８８５円が入金になっております。

それから、固定資産税であります。現年分の未収で９２万９,７００円ございますが、

８月末で８人、２１件、７４万４,２００円が収納済みであります。それから、滞納繰越

分で２７万３,４５０円ございますが、８月末までに２人で４件、４万１,５００円が入金

済みであります。それから、軽自動車税、現年分の未収４万９,０００円がございます

が、８月末までに３人、４件、１万９,２００円が収納済みであります。それから、滞納

繰越分で７８円とございますが、これは税滞納整理機構から入金になったものですが、な

ぜ７８円かと言いますと、差し押さえをした郵便貯金の残高が７８円しかなかったと、そ

ういったことでその額が収納になっているということであります。それから、次のペー

ジ、たばこ税については、１００％収納の２,２９６万８,２８０円です。
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あと、地方譲与税以下利子割交付金、配当割交付金、１２ページの株式等譲渡所得割交

付金、これは国・道から入っているお金で、１００％納入になっております。

地方消費税交付金も１００％収納。

自動車取得税交付金も同様であります。

それから、地方交付税です。１５ページでありますが、収入済額が２４億９,１０５万

４,０００円で、普通交付税が２２億６,３４４万６,０００円、特別交付税が２億２,７６

０万８,０００円でありまして、ことしの３月３１日現在の人口、２,５３０人で割ります

と、町民一人当たり９８万４,６０６円の交付税となります。ちなみに資料ナンバー１９

に交付税の推移がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

交通安全対策特別交付金については、交付額ゼロです。これは交付基準額２５万円以下

のために、未交付となっております。

それから、分担金及び負担金の分担金で１目農林水産業費分担金、これは道営の農業基

盤整備事業の分担金３６９万６５７円。それから、負担金の民生費負担金、老人福祉費負

担金２７１万９,８０３円は、町外の養護老人ホーム入所者の９名分の措置費の徴収金。

それから、使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料、行政財産使用料６４６万５,

０６９円、これは天文台ですとか、交流センター、町有地、福祉館など１１施設の使用

料、福祉館使用料は目的外使用であります。８万３,８５０円。それから、次のページ、

タウンホール使用料は１０万７,６００円。４節ふるさと交流センター使用料１,６４５万

５,８００円ですが、前年度より２３７万１,６００円ほどふえております。２７年度の利

用者は４,４９９人、２６年度が３,８１１人ですから、６８８人の増となっております。

なお、資料ナンバー２３－１、２に、管理費、利用状況一覧がございますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

それから、銀河の森宇宙地球科学館使用料１,８６０万７,５００円、これも前年度から

見ると２９５万１,０００円ほどふえております。まず、天文台においては８,３３５人の

利用がありました。収入が２６０万８,６００円、前年度が天文台の利用者が８,５６４人

で２６２万２,２００円でしたから、天文台では２２９人の減と１万３,６００円ほどの減

となっておりますが、コテージ村が２７年度は８１５棟の利用です。２６年度が６６０棟

ですから、１５５棟、伸びております。したがって、この節では、コテージ村の利用料が

２９６万４,６００円ほど、前年度から伸びていると。ちなみにコテージ村については、

稼働率、２７年度は３１.９％、２６年度が２５.８％ですから、稼働率も６.１％ほど前

年度から上回っているということになります。

なお、資料ナンバー２４には、天文台の実績、２５にはコテージの実績等がございます

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

民生使用料の老人福祉使用料１８１万５,３００円、これは福寿荘の入所者、月平均で

６名分の使用料です。それから、児童福祉使用料８０５万６,５００円は保育所の保育

料、２８年３月２５日の卒園式現在では、２歳児が９人、３歳児が２４人、４歳児が１９
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人、５歳児が１３人、合わせて６５人の園児となっています。それから、福祉住宅使用

料、７２万円はからまつハウス入居者６世帯分の使用料となります。

それから、衛生使用料、保健衛生使用料については３１０万９,５４０円、これは公衆

浴場使用料３０７万９,５４０円。公衆浴場の利用者も２７年度は１万１,５２３人と、前

年度を１,９７４人ほど上回った利用状況となっております。それと、墓地使用料が１

件、３万円です。それから、水道使用料、これは小利別専用水道の使用料でありまして、

１９軒の４３７件、４０９万４,８８６円です。

それから、農林水産使用料で、農林水産使用料１４万６,５２０円は加工センター使用

料。営農用水使用料５２７万９,２７０円、これは営農用水の使用料で、上陸別地区が４

３６件、３０３万４,３９８円。トラリ地区が２５８件、前年度より６件ふえております

が、２２４万４,８７２円の内訳となっております。

それから、土木使用料、道路橋りょう使用料２３９万９,３５３円は、町道占用料２８

件分、その下の河川使用料６万５,１７６円は、町管理河川の占用料２２件分です。

次の１９ページ、住宅使用料６,９４３万５,５００円。内訳としては、公営住宅使用料

が３,９５６万６,０００円、改良住宅使用料が８８９万３,４００円、特定公共賃貸住宅

が２,０６１万４,１００円、改良貸付住宅が３３万９,６００円、町営住宅の使用料過年

度分が２万２,４００円、合わせて６,９４３万５,５００円となっております。ちなみ

に、前年度から見ると１４３万１,９００円ほどふえております。

それから、７目教育使用料、社会教育使用料３万４,１４３円は、公民館の陶芸室使用

料と公民館使用料。資料館使用料１３万５,９００円は、関資料館です。有料の利用者が

４５３名で、前年度から見ると６６人ほどふえております。その下、学童保育所使用料は

２４６万５００円で、ことしの３月末現在では２９人の在籍になっております。

それから、手数料、総務手数料では１８３万４,５００円。これは戸籍関係、住民基本

台帳関係の証明料が主なものであります。

衛生手数料は５７９万９,１６６円。これは、ごみ袋の販売５６２万６,１６６円が主な

内容です。それから、水道手数料８,０００円、これは新設工事審査手数料１件。営農用

水手数料は１万２,０００円ですが、新設工事審査手数料が１件、８,０００円と、その他

工事検査手数料１件、４,０００円です。

１３款国庫支出金になります。これは各科目ごとに、それぞれ予算措置している額が

入ってきております。主なものとすれば、社会福祉費負担金７,９５７万７,８９２円の中

には、身体障害者の補装具交付、修理負担金ですとか、障害者訓練等給付費負担金、それ

から国保の保険基盤安定負担金などがございます。障害者介護給付費負担金、これら国、

国庫については２分の１分がそれぞれ入ってきております。

次、児童福祉費負担金３,１８２万３,６１６円は、児童手当分が１,７５９万６,６６６

円。子どものための教育・保育給付費１,４１２万２,２２２円、障害者介護給付費負担金

２分の１分、１０万４,７２８円が内容であります。それから、衛生費負担金の保健衛生
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費負担金４万９,６８０円は、母子保健衛生費負担金です。

次が補助金になります。まず、総務管理費補助金４,７５３万４,９００円、この中には

先ほど説明した地域活性化・地域住民生活緊急支援交付金３,７８３万２,９００円、これ

が入っております。それから、選挙費補助金は４万円、これは選挙人名簿のシステム改修

補助金です。

民生費関係は、社会福祉費補助金、児童福祉費補助金、これもルール計算に基づく国の

補助金であります。

それから、土木補助金、道路橋りょう費補助金１,５４７万円は、橋りょうの長寿命化

修繕補助金で、若葉橋のかけかえと新恩根内橋、弥生橋の調査設計補助金。住宅費補助金

１,８６５万７,０００円は、社会資本整備補助金で公営住宅新町団地、一棟、２戸分。

教育費補助金、教育総務費補助金の１,４９２万円は、教員住宅建設、一棟２戸分が主

な内容です。

次のページ、民生費委託金の２節国民年金費委託金１２５万８,８１０円、これは拠出

年金事務費委託金１１６万５,３４４円、協力連携事務委託金が９万３,４６６円です。

それから、道支出金、道負担金、民生費負担金の社会福祉費負担金６,１７３万８,００

５円は、身体障害者の自立支援負担金ですとか、障害者相談支援負担金、身体障害者の補

装具交付、修理負担金、障害者介護給付費負担金、これらはそれぞれ４分の１相当分の収

入でありまして、この中に国民健康保険の保険基盤安定分１,２１８万１,５２７円がござ

いますが、これは国保会計への繰出金の財源となるものでして、保険者支援分４分の１が

１８５万６,３１５円、保険料軽減分が４分の３の１,０３２万５,２１２円となります。

もう一つ、後期高齢者医療保険基盤安定負担金１,０９４万６,３２３円、これは後期高

齢者の特別会計への繰出金となります。それから、児童福祉費負担金、１,１１４万７,２

４４円は児童手当、子どものための教育・保育給付費、障害者介護給付費負担金、障害者

育成医療負担金が内容であります。

それから、道補助金の民生費補助金、社会福祉費補助金６３６万９,４１３円は、重度

心身障害者ですとか、老人クラブ運営費、ひとり親家庭医療費補助金、乳幼児医療費補助

金などが主な内容。それから、児童福祉費補助金３２６万３,０００円は、子ども・子育

て支援交付金であります。

それから、３目農林水産業費補助金、次のページになります。農業費補助金６億９,４

８７万８,７６６円、これで予算書と比較していただければわかると思いますが、農業費

補助金の予算、節の予算が７億７,０９８万６,０００円です。調定額、収入済額、同額で

すが、６億９,４８７万８,７６６円ということで、７,６１０万７,２３４円の収入減とな

ります。予算との比較でいきますと。実は、これは大きな要因とすれば、繰越明許費であ

りました畜産クラスター事業のユニバースの関係で、これは明許費になっておりますが、

予算が６億２,３７０万７,０００円でありましたけれども、実績としては５億４,９５５

万７,４００円の決算で終わっておりますので、この差額７,４１４万９,６００円、これ
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が大きな要因となっております。それから、林業費補助金４,９９５万７,７８５円、これ

は未来につなぐ森づくり推進補助金ですとか、林業専用道勲祢別線、上勲祢別線、それか

ら森林保全整備事業、経営林道ポントマム川沿線改良補助金、小規模治山補助金などが内

容であります。商工費補助金の消費者対策補助金１０６万７,０００円。これは消費者対

策の歳出への充当。それから、商工費補助金２８６万２,６８３円は、プレミアム商品券

のうち、２７年度ではプレミアム率を２５％にしていました。当初、国の補助金のほうで

は２０％でしたけれども、北海道分を５％上乗せして２５％でしましたので、その補助金

１９９万３,９６０円と飲食店用８６万８,７２３円、合わせて２８６万２,６８３円にな

ります。

それから、総務費補助金、総務管理費補助金２７０万円は、地域づくり総合交付金であ

りまして、災害対策用備品６０万円の補助金、それから空き家等対策事業２１０万円の内

訳となっております。

それから、委託金、総務費委託金、総務管理費委託金、委託金はほとんどが権限移譲、

北海道から権限移譲に係る委託金が主な内容になっております。その中で特に金額が大き

いものとしては、統計調査委託金が２３３万８,０３９円、その下の選挙費委託金１７４

万６,０３７円、これは知事・道議の選挙の委託金になります。次のページになります。

教育費委託金の教育総務費委託金１１万３,７０１円、これは土曜授業推進事業の委託金

となります。

それから、財産収入、財産貸付収入、土地建物貸付収入２,７０４万８,１７８円、これ

は町有地の土地貸付収入、それから移住産業研修センター貸付収入、定住促進住宅収入、

大きいものとしては産業振興住宅ルナコートの貸付料、教職員住宅の貸付料、これが主な

内容になります。それから、通信設備貸付収入９１１万７０円は、光ファイバー網のＮＴ

Ｔからの貸付収入。３節の機械器具等貸付収入４１１万８,０００円は、陸別コントラへ

の農業機械の貸付収入でして、平成２０年度分で３２万５,０００円、２１年度分で２５

万円、２３年度分で４９万８,０００円、２４年度分で２１０万円、２５年度分で９４万

５,０００円の内訳となっております。それから、利子及び配当金は７２８万５,２９８

円、これは基金利子が６４８万５,２９８円、それと優先出資の配当金８０万円がこの内

訳となります。

それから、財産売払収入の不動産売払収入、次のページになります。土地売払収入２万

４,２９８円、これは国への売り払い、土地３５９.４６平米ですが、これは高規格道路の

工事に係る用地の売り払いになります。それから、物品売払収入、生産物売払収入８５６

万４,０００円、これは町有林素材売払収入、それから町有林の立木売払収入が内容であ

ります。不用物品売払収入３万１,６７０円は、公用車１台、軽自動車ですが、その売り

払いになります。出資金等精算収入は１億円、これは農協に優先出資したものを返却であ

ります。

それから、寄附金のうち指定寄付金１６５万円ですが、総務費寄附金１３３万円、寄附



― 40 ―

１６件分であります。それから、民生費寄附金３１万円、これは寄附２件。教育費寄附

金、寄附１件、１万円です。

１７款繰入金、資料ナンバー１８に年度別基金の増減一覧をつけておりますので、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

まず、財政調整基金繰入金、これは当初予算において歳入の不足分に充当で、取り崩し

をしています。それから、いきいき産業支援基金繰入金８,３９３万円、これは優良家畜

導入支援事業、あるいは農振計画変更事業、民間活用住宅建設事業、畜産団体補助事業、

農業近代化資金利子補給事業に充当しております。それから、ふるさと銀河線跡地活用等

振興基金繰入金３,０３０万円。町有林整備基金繰入金２７０万円。地域福祉基金繰入金

２,８５０万円は介護保険事業特別会計への繰出金、デイサービス運営費補助金への取り

崩しとなっております。公共施設等維持管理基金繰入金は７,４１０万円、公共施設２１

施設の改修等に係る整備に充当しております。学校給食センター管理運営基金繰入金２,

０５０万円、これは給食センターの維持管理費に充当しております。それから、中山間ふ

るさと・水と土保全基金繰入金１,０００万円、これはこの基金を廃止しましたので、取

り崩しをしました。いきいき産業支援基金に組み替え、積み替えをしております。

繰越金、３０ページの３列目に、継続費及び繰越事業費繰越財源充当額とありますが、

５,８１０万２,４００円。これは２６年度からの繰越金でありまして、２６年度の決算書

にございますが、繰越明許費の翌年度に繰り越しすべき財源の繰越金となります。前年度

繰越金が９,８６５万４,１２９円。

それから、諸収入ですが、まず延滞金加算金及び過料、延滞金８万２,９８８円、これ

は町税分です。町民税１０件、７万９,７８８円、固定資産税１件、３,２００円です。

町預金利子は２１万９,５４２円。

それから、貸付金元利収入、家畜導入貸付金収入５,９９９万８,０００円。これは優良

家畜の貸し付けに係る収入でありますが、約定償還分３７９頭分、３,５４５万８,０００

円、繰り上げ償還分１０７頭分、２,４５４万円です。

それから、貸付金元利収入７,００２万４,２３１円。これは民有林の振興奨励事業貸付

金利子、それから信用保証貸付金７,０００万円が主な内容になります。

奨学資金貸付金収入、５１万５,２００円、８件です。高校生２人、大学生６人。

受託事業収入の土木費受託事業収入２４万５,６２８円は、道道の除雪作業に係る委託

金。農業費受託事業収入は５万１,４０８円は、農業農村整備事業道営草地改良事業の監

督等補助委託金であります。

それから、雑入になりますが、弁償金７,６２０円は複写機の使用料、それから雑入、

介護予防支援報酬５６万７００円は、介護予防サービス計画審査分、国保連からの収入。

それから、学校給食費等でございますが、１,２０６万３,２３０円。学校給食、まず保育

所分が２１８万４,１６０円、小学生分が４４１万９,６４０円、中学生分が２９７万１,

６８６円、職員などが２４８万７,７４４円、合わせて１,２０６万３,２３０円の収入と
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なります。

雑入が５,８７８万６,１０１円。この主なものとしては、まず派遣職員の共済組合の負

担金が３２１万円。それから、加工品等販売収入が２４６万２,０００円。それから、介

護給付費負担金精算返戻金が１６１万１,９００円。それから、派遣職員の職員費負担金

が９０５万９,８２３円。それから、森林保険が１,０２７万４,０００円。立木補償費が

１,２５９万７,０００円。社会保険料個人負担分５２５万円が主な内容となります。

町債、３６ページになります。

資料ナンバー１９に、起債残高推移の一覧がございますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。ちなみに一般会計の残高が、４５億９,２４８万５,０００円でして、３

月末の人口２,５３０人で割ると、一人当たり１８１万５,２１１円の借入金となります。

まず、総務債ですが、１億３,３９０万円、これは移住産業振興研修施設６,２００万

円、これは過疎債。過疎地域自立促進特別事業７,１９０万円、これも過疎債。なお、資

料ナンバー２０に、過疎ソフト事業の充当一覧をつけておりますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

それから、林業債で２,２１０万円、林業専用道上勲祢別ポントマム線開設事業２６０

万円、過疎。それから、岡山地区の小規模治山事業６７０万円、これは一般単独の防災対

策事業。それから、林業専用道勲祢別線開設事業１,２８０万円、これも過疎になりま

す。

それから、土木債の道路橋りょう債１億１,６４０万円。まず公用車、グレーダー購入

１,３７０万円、これも過疎債。それから、町道川向伏古丹連絡線の改良工事３,１００万

円、これも過疎債です。それから、新恩根内橋改修事業２１０万円、弥生橋改修事業３０

０万円、これは辺地債になります。若葉橋の改修事業５４０万円は、過疎。それから、町

道殖産４号線の道路整備６,１２０万円、これも過疎となります。

それから、臨時財政対策債が１億３,７７３万８,０００円。

それから、消防債７,２２０万円は、まず救急デジタル無線整備２,０８０万円、高機能

指令センター整備事業２,８００万円、救急自動車購入事業負担金２,３４０万円、これは

過疎です。

それから、先ほど言いました消防の救急デジタル、高機能指令センターについては、緊

急防災減災対策債になります。

それから、教育総務債２,８８０万円、これは教員住宅の建設で、過疎債。

商工債の６６０万円、これは商工活性化施設整備事業６６０万円ですが、これも過疎と

なっております。

したがって、トータルしますと、臨時財政対策債が１億３,７７３万８,０００円、過疎

債が３億１,９４０万円、辺地債が５１０万円、緊急防災減災事業が４,８８０万円、一般

単独の防災対策事業６７０万円、合わせて５億１,７７３万８,０００円の借り入れになっ

ております。
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以上で歳入を終わりまして、歳出、３８ページに移ります。

○議長（宮川 寛君） 休憩します。

２時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 １時５９分

再開 午後 ２時１４分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 歳出、細かに説明しますと、時間、７時、８時までになって

しまいますので、ポイントだけに絞っていきたいと思いますので、御了承いただきたいと

思います。

まず、３８ページ、歳出ですが、資料ナンバー２１－１、２に人件費の比較表をつけて

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、予算現額の中で３列目に継続費及び繰越事業費繰越金、これは２６年度から

の繰り越しと。これについては、先ほど資料で説明しました資料ナンバー１２、１３のも

のがここに入ってきます。

それから、３９ページの翌年度繰越額、繰越明許費、これは資料ナンバー１４にありま

すが、２８年度への繰越明許費と。これは先ほど言いましたけれども、予算、節の金額、

予算額には入りますけれども、支出は２８年度ですから、決算上は出てこないと、そう

いったことで御理解をしておいてください。

１款議会費につきましては、議会の運営、議員の活動費、職員の人件費が主な内容であ

ります。旅費で４９万２,４８８円、不用額が出ていますが、議員の費用弁償が３５万６,

４４８円、普通旅費が１０万２,０２０円であります。

それから、総務費、総務管理費の一般管理費、一般管理費は総務課と町民課になります

が、総務課の職員の福利厚生費ですとか、研修、職員の人件費、これは総務担当になりま

す。企画財政室では、電算システム管理事業が主な内容。町民課では、戸籍住民担当のマ

イナンバー関係が、この科目に入ってきます。

それから、次のページ、お願いします。

４０ページ、一般管理費の主要事業については、この表に記載のとおりですので、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。職員手当で１１３万２,７４０円、不用額が出てい

ますが、これは職員の時間外１０４万７,５９７円が主な内容であります。それから、旅

費で９２万９８円残額がありますが、これは普通旅費が主な内容であります。１４節使用

料及び賃借料で６６万３,７２０円の不用額、これは複写機の使用料５６万３,３２０円が

主な内容であります。それから、１９節負担金補助及び交付金６２万８７９円の残が出て

いますが、これは地方公共団体情報システム機構負担金５７万９,２４０円が主な内容で

して、これはマイナンバーに係るものでございます。

それから、文書広報費、これは町民課の広報広聴統計担当が主な担当になりますけれど
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も、役務費においては総務課の総務担当の庁舎の通信運搬費が計上になっております。文

書広報費は、ここに記載のとおりであります。

なお、一般管理費もそうですが、繰越明許費と、主要事業の中に括弧書きで繰越明許と

書いているのがあるかと思います。これは２６年度からの２７年度に繰り越した明許費の

事業でありますから、文書広報費でいくと、繰越明許費のほうで３列目に５０万円とござ

います。そして主要事業の中では、画像空撮で市街地等の静止画、動画撮影(繰越明許費)

４９万９,５００円。つまり繰り越しているのは５０万円の予算ですが、２７年度執行で

は４９万９,５００円と、そういうことになっておりますので、先ほど言いましたけれど

も、ここで繰越明許費の額が予算額と執行額の差が大きいと、歳出のほうでは不用額とし

て大きく出てくると。先ほど説明しました農業関係の、ユニバースの関係が７,４００万

円の不用額が出たと説明しましたけれども、そのようになりますので、これからいろいろ

と出てきますので、主要事業一覧の中でそういう繰越明許費があったときは、その科目の

中の予算額と比較してもらえばわかるかなと思います。役務費では３１９万４３１円です

が、この中に庁用の通信運搬費３１３万３,２８１円が入ってございます。

それから、次のページ、財政管理費、需用費６０万６,５２８円は予算書の印刷、会計

管理費、需用費６１万９,４８８円は決算書の印刷です。

財産管理費、主要事業、ここに書いてありますのでごらんをいただきたいと思います

が、先ほど説明した繰越明許費で予算で１９３万円というのがございます。これは光ケー

ブル、通信管理の光ケーブル設備の維持管理(繰越明許費分)１８０万３,６００円とござ

います。これがつまり予算額１９３万円の繰り越しに対して執行額が１８０万３,６００

円ということになります。そういう意味ですので、御理解をしてください。

財産管理費については、決算額８億３,９１９万２,７４６円ですが、内訳としては、総

務課が８億２,１３９万５,２２６円、町民課税務担当が１０２万８,０００円、広報広聴

統計が１,５７７万５,２２６円、これはテレビ中継局ですとか光ケーブル、地デジの関係

の維持管理費。それから、教育委員会のタウンホール管理が９９万４,２９４円の内訳と

なります。

それから、不用額で大きいもので１１節需用費１１３万５,９１４円の不用額がござい

ますが、これは庁舎管理で５１万４,５３２円、車両管理で２０万２,３５５円、地デジ中

継局関係で３１万１,２２４円の不用額となっています。委託料で１９２万９,８５４円の

不用額ございますが、まず、庁舎ブラインドの交換１９万円、公共施設等の除雪分で６４

万７,１８２円、福祉バス運行分で２７万１,３２７円、光ケーブル管理で７０万６,８３

１円、これが主な内容になります。それから、１７節公有財産購入費２６２万５,０００

円は、主要事業の中段に公有財産購入とございます。土地、１筆、東一条２区で５３５.

５７平米の購入となります。２４節投資及び出資金１億円、これは備荒資金組合への出

資、投資となります。それから、積立金６億３,７０３万６,６０９円、これは資料ナン

バー１８にございます。
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なお、一般会計分で見ますと、ことしの３月末の人口２,５３０人で割りますと、町民

一人当たりの貯金というのは２１５万７,２６７円ということになります。したがって、

先ほどの借金と比較しますけれども、借金、借りているお金よりも蓄えているお金が町民

にとっては多いと、そういうことになります。一人当たり２１５万７,２６７円になりま

す。

次のページ、町有林野管理費、主要事業は、ここに記載のとおりであります。ちなみに

資料ナンバー２２に、事業収支一覧をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。それから、１７節公有財産購入費６１万２,９１５円、これは主要事業の一

番下の土地購入代金７５,０００.１７平米であります。これは町有林拡大事業の一環でし

て、２５年度から町有林拡大を実施しておりますが、この購入によりまして１９８,００

０.８２平米に町有林を拡大をしております。

それから、企画費ですが、この中で若干説明をしたいと思いますが、まず、地域交通利

用促進であります。陸別町地域交通推進会議交付金でございますが、これは２７年度から

一人当たりの運賃３分の２の助成に改正しました。したがって、２７年度でいきますと、

件数でいけば１,４２１件、２６年度が７８２件ですから６３９件の増であります。そし

て、延べ人員でいきますと、２７年度が１,７８５人、２６年度が１,１０２人ですから

６８３人の増と、利用者がふえているということになります。

それから、その下の生活交通確保対策事業、これは十勝バス、北見バスの赤字路線に係

る補助金でありまして、十勝バスが３３１万９,０００円、北見バスが１９２万４,０００

円で、合わせて５２４万３,０００円です。これは特別交付税で８割措置されています。

それから、通学定期差額補助事業４８１万２,０７０円、これは北見方面、置戸高校を含

みますけれども、５人、１０７万５,７４０円、足寄高校が１５人、２２３万１,６９０

円、本別高校、１１人、１５０万４,６４０円、合わせて３１人で、４８１万２,０７０円

となります。

それから、次のページになります。主要事業の中で定住促進住宅、これは旭町の旧営林

署のアパートの関係でございます。６世帯入居しておりまして、一棟４戸の二棟８戸分で

あります。それから、移住産業研修センター施設整備、ことしの３月中ごろから入居を開

始しましたけれども、単身者用８戸、全戸入居になっております。それから、民間活用住

宅建設、これは明許ですけれども、２,１８０万円。平成１６年からスタートをして２７

年までで、社員住宅を含めて５５戸の建設があります。単身者用が３２戸、世帯用が２３

戸の内訳となっております。それから、１１節で５８万１,１０５円の不用額があります

が、これは移住産業研修センター、消耗品、食料費、燃料費、光熱水費４７万３３０円の

不用額が主な内容になります。それから、備品購入費で６１万４,６５４円の不用額、こ

れはまず、移住産業研修センターの備品５２万４,６５４円が主な内容になります。それ

から、１９節で１３３万１,５２９円の不用額がございますが、まず、通学定期差額補助

金が４４万８,９３０円、移住交流対策事業が１９万３,１６４円、太陽光発電設置事業が
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５０万円、これが主な内容になります。

それから、公平委員会費、交通安全対策費、諸費については、例年どおりの執行ですか

ら省きます。

４８ページ、交流センター管理費、資料ナンバー２３－１、２に管理費内訳と利用状況

を載せております。ちなみに、先ほど歳入のほうで説明しましたけれども、２７年度の利

用者が４,４９９人、前年度より６８８人の増となっております。それから、その事業の

下でＥＶ用急速充電施設設置事業、これは道の駅の駐車場の一部にＥＶ用急速充電施設を

１基設置してもらいました。これは日本充電インフラ株式会社というところで、国の補助

金１００％を使って電気自動車の普及ということで、この充電施設が設置されておりま

す。それから、需用費で５０万１,０７１円の不用額、これは燃料費で１３万６,４３２

円、光熱水費２８万１,２４２円が主な内容。それから、委託料は、宿泊研修施設の委託

分４０万６,３６０円が主な不用額になります。工事請負費８９万１,０００円は、身障者

用トイレ、ドア改修分の不用額の残となります。

それから、銀河の森管理費、これは資料ナンバー２４、２５に天文台実績表、コテージ

村の利用実績をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。ちなみ

に、天文台では、入館者数がことしで８,３３５人ですが、前年度から見ると２２９人の

減、入館料も前年度から見ると６,５００円の減の２４８万６,３００円。コテージ村の稼

働率が８１５棟で１５５棟の増、稼働率も３１.９％で、前年度から見ると６.１％の増と

なっております。ちなみに、銀河の森管理費でいけば６,４９４万２,０４０円ですが、天

文台関係で４,２１０万５,０９８円、コテージ村関係で１,８２７万８,５１０円、銀河の

森で２１８万７,６８０円、専用水道で２３７万７５２円の決算となっております。職員

手当で４４万６,２８６円の不用額、これは時間外勤務手当４４万５,８６５円の残となり

ます。

以下は、例年どおりの執行状況となります。

それから、１３目地域活性化推進費、資料ナンバー２６にチャレンジプロ事業を載せて

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、徴税費、これはおおむね例年どおりの執行状況になりますが、２３節の償還

金利子及び割引料４２万２,７００円、これは町税の還付金ですが、法人４件、個人７件

の合わせて４２万２,７００円であります。６２万７,３００円の残がございますが、町民

税の還付金５７万７,３００円、還付加算金が５万円の残額となっております。

それから、賦課徴収費ですが、滞納整理機構に１３万８,５０８円、負担金を出してお

りますが、町税で１９件、３０万６０７円を引き継いでおりますが、収納は１１件の１８

万６,９６３円となっております。ちなみに、町民税１２件、２５万５０７円の引き継ぎ

に対して、１０件、１８万６,８８５円の収納。軽自動車税２件、１万４,４００円の引き

継ぎに対して、１件、７８円。それから、固定資産税５件、３万５,７００円の引き継ぎ

に対しては、収納はありませんでした。
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５５ページになります。戸籍住民基本台帳費は、例年どおりの執行状況となっておりま

す。

選挙管理委員会費も同様でありまして、町長町議会選挙費、昨年４月２６日執行しまし

た。その執行経費３６４万７,９０８円。

それから、５８ページ、知事道議会議員選挙費、４月１２日執行であります。ちなみに

歳入が１７４万６,０３７円、決算額が１８５万２,２５８円ということで、若干、町費の

持ち出しがございました。

統計調査費、指定統計調査費ですが、２７年度は国勢調査がございましたので、その経

費が主な内容になります。

監査委員費も、例年どおりの執行状況であります。

それから、民生費になります。資料ナンバー２７－１に社会福祉総務費、民生費事業費

の実施状況一覧がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

社会福祉総務費で３億５,０４１万４,１７９円の執行ですが、総務課の企画財政室、国

保会計、介護保険会計への繰出金で７,６１４万４,２７２円。町民課の国保衛生、医療費

助成関係で１,８０５万８,３７６円。保健福祉センターの福祉担当、介護保険担当で２億

５,６２１万１,５３１円の決算の内訳となっております。主要事業一覧は、ここの表をご

らんいただきたいと思います。以下、給料から１２節までは例年どおりの執行状況であり

まして、６２ページの主要事業の中で、下から５行目の老人福祉費で入所措置費(入所者

８名)と書いてあるかと思いますが、これ９名に訂正をお願いしたいと思います。

それと、資料ナンバー２７－２に老人福祉関係の資料を添付していると思います。後ほ

どごらんをいただきたいと思います。この主要事業の中で、デイサービスセンター運営費

１,４０３万３,９３１円、利用状況ですが、要支援１が３５１人、要支援２が４７９人、

要介護１が７４５人、要介護２が８４４人、要介護３が３５０人、要介護４が２８人、要

介護５が２２人、合わせて２,８１９人となっておりますが、前年度から見ると、２０５

人ほどの利用者の減となっております。

前後しますけれども、６３ページの負担金補助及び交付金で１３６万７,０７９円の不

用額がございますが、これは社会福祉協議会への補助金１２２万４,０２９円が主な内容

になります。それから、２８節繰出金で３８５万４,８９３円の不用額、これは国保会計

への繰出金の残でございます。扶助費６９１万５,５０６円の内訳ですが、まず医療費、

子ども、ひとり親家庭等で４６万８,２７６円、交通費助成で１６万３,２６０円、身障者

更生医療で２２万２,７６９円、身障者補装具等で１０万５,１５１円、支援費で５８７万

３,２７０円、合わせて６８３万２,７２６円の不用額が主な内容であります。

それから、老人福祉費、需用費で７６万５,４５３円の不用額がございますが、福寿荘

の食料費、修繕料で４５万９,８８６円、高齢者交流センター燃料費、修繕費など９万２,

７６８円、それから経常経費分の不用額１１万７,９９５円が主な内容になります。それ

から、委託料の３８万３,１８２円の不用額は、緊急通報システム設置で２０万６,１３６



― 47 ―

円が主な内容。それから、１９節負担金補助及び交付金で７９万５,４３６円の不用額

は、デイサービスセンターの運営費補助金７６万６９円が主な内容です。それから、扶助

費８２万９,９６２円の残は、老人福祉施設の入所措置費の不用額となります。

次のページ、後期高齢者医療費、これは繰出金であります。

それから、児童福祉費、児童福祉総務費、これも例年どおりの状況ですが、ここで乳幼

児の紙おむつ埋立ごみ袋助成…、６２ページへお戻りください。

主要事業の中で中段に、「成年後見制度法人構建支援」とあります。内容として、成年

後見制度法人構建、この「構建」を「後見」に訂正をお願いしたいと思います。

６４ページですね、ごみ袋、これは明許費で、そのままそっくり１８万円の執行となり

ます。３２世帯です。それから、扶助費で１２１万６,１６８円の残がございますが、障

害者介護給付費５７万５,４３０円、相談支援給付費が２８万５,０００円、交通費助成が

１１万３,０８０円、身障者補装具２４万２,６５８円の不用額となります。

それから、児童福祉施設費、これは陸別保育所の運営費が主な内容でありまして、資料

ナンバー２８にありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。賃金で６４万

３,２１５円の残、これは臨時保育士分が５１万２,０９１円、臨時公務補分が７万８,０

６８円の内訳となっております。

それから、６７ページで、償還金利子及び割引料４万５,０００円、これは２６年度分

の保育料の還付金となります。

それから、児童措置費につきましては、資料ナンバー２９に児童手当の資料をつけてお

りますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。この児童措置費については、児童

手当支給の科目になります。

それから、国民年金費、資料ナンバー３０をつけておりますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。これは例年どおりの執行状況となります。

それから、衛生費の保健衛生総務費、例年どおりの執行状況になりますけれども、手当

で１２４万２,６７４円の不用額。これは時間外勤務手当で１１７万３,９０２円が主な内

容となります。償還金利子及び割引料４万９,６８０円、これは２６年度分の未熟児養育

医療費の返還でありまして、１人、予算を見ておりましたけれども、対象者がなかったと

いうことで国への返還となります。

それから、保健衛生施設費、これは資料ナンバー３１を後でごらんをいただきたいと思

います。先ほど、歳入で説明したかと思いますが、公衆浴場の利用者、今年度１万１,５

２３人ということで、前年度から見ると１,９７４人ほどふえております。

保健衛生施設費の決算額２,４２７万６,５９０円は、保健センター分で１,８７０万５,

９４２円、公衆浴場分で５５７万６４８円の決算となっております。需用費で１,２９８

万８,００１円、内訳としては保健センター分が１,１７７万２,５６０円で、１３万７,８

１０円の不用額。公衆浴場分で１２１万５,４４１円で、不用額が４万７,１８９円となっ

ております。
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それから、予防費については資料ナンバー３１に、健康診断、予防接種関係を載せてお

りますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。共済費以下扶助費までは、例年ど

おりの執行でありますが、委託料で３２万４,０６４円の残額、これは予防接種で２５万

２,３００円、健診で７万１,６４４円の残、扶助費で５９万２,７００円の残がございま

すが、妊婦健診で１１万２,０００円、新型インフルエンザで７万７,７００円、特定不妊

治療で３７万５,０００円の残が主な内容になります。

環境衛生費でありますけれども、これも例年どおりの執行状況でありまして、需用費で

３６万７６５円の残がございますが、燃料費で１９万４５８円、修繕料で８万円、消耗品

費で８万２,１８３円の不用額となっております。それから、次のページ、委託料で２２

２万２,７９７円の執行ですが、不用額として２８万３,２０３円、これは２７万２,３６

０円は火葬業務の不用額となっております。

診療所費は、直診会計への繰出金です。１億１,７８９万４,０００円となります。

それから、清掃費、清掃総務費関係、負担金で２０万５,９５５円の残、これはし尿搬

送助成金が２０万２,８００円の不用額。塵芥処理費は、例年どおりの執行状況となって

おりますが、ごみが収集合計で４８３.３トンですが、前年度から見ると約８トンほど収

集量がふえているということになります。

それから、水道費、専用水道費、これは小利別の専用水道の科目になります。小利別の

専用水道は、２８年３月末で２３戸になります。前年度から見ると１戸ふえております。

１３節委託料で２３６万９,５０５円、４２万６,４９５円の不用額がございますが、管路

修繕で２４万８０円、施設保全作業で９万６,４７６円、水道メーター取りかえで４万２

８０円、合わせて３７万６,８３６円の不用額が主な内容になります。

それから、水道費は、簡易水道特別会計への繰出金９,７１５万６,０００円でありま

す。

労働費、労働諸費については、例年どおりの執行状況。緊急雇用対策費についてもおお

むね例年どおりの執行状況ですが、この緊急雇用対策費は繰越明許費と現年度分を執行し

ておりますが、まず明許繰越分１８４万２,１５７円は１社延べで８５人の利用。それか

ら、現年度分では５社、延べ６４５人で、１,２３０万９６４円の決算となっておりま

す。それで不用額でいきますと、需用費で３７万６４７円、これは現年度分で２４万２,

８４６円、これは現年度分の不用額。役務費２２万７,５２０円、これも現年度分の２０

万３,４４０円が不用額。委託料２１２万５,１９６円、これも現年度分で２１２万９３５

円が不用額となります。

雇用再生対策費になります。ここで主要事業でございますが、ここも繰越明許費と現年

度分になっておりまして、トータルで２６名の方を雇用しております。１３事業所になり

ます。林業関係が２人、農業が７人、福祉が９人、建設業が５人、商業が３人の２６名で

して、道外から２名、管内３名、管外８名、町内１３名と。自己都合退職者が農業で２人

ございました。
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農林水産業費、農業費、農業委員会費につきましては、例年どおりの執行状況でありま

して、旅費で２５万８,２００円の残。これは費用弁償で２１万５,４００円の残でありま

す。それから、委託料で２２万４,９４８円の残は、相続関係説明図作成業務で２２万４,

９４８円の同額が不用額として残っております。

それから、農業総務費については、職員の人件費だけです。手当で２２万４,６１０円

の不用額がございますが、時間外で１４万８６７円、勤勉手当で８万２,０５６円の残と

なとります。

農業振興費も例年どおりの執行状況でして、農業関係制度資金利子補給、農業近代化、

あと農業経営基盤確立、これは町単費の制度ですが、農業経営基盤強化資金から大家畜、

畜産経営、これまでは国の制度になっております。それから、農業後継者対策事業で、繰

越明許費で１００万円、これはめぐりあい事業、婚活の部分の１００万円。それから、中

山間で陸別集落分が６,１８１万５,５５７円と、前年度から見ると３３８万１,０００円

ほど減となっております。それから、強い農業づくり９,１００万円、これはシリウスの

バンガーサイロ建設に係る補助金となります。それから、１９節で１０１万６,２５１円

の不用額が出ていますが、近代化資金利子補給事業、９１万７,１２２円の不用額が主な

内容となります。

それから、畜産業費、ここで先ほど説明していますけれども、明許費で６億２,３７０

万７,０００円。下から５行目、高収益型畜産体制構築事業で畜産クラスター協議会補助

金、繰越明許費で５億４,９５５万７,４００円、この差額７,４１４万９,６００円の不用

額が出ております。つまり１９節で７,４６１万４,７８８円のうち、畜産クラスター事業

関係７,４１４万９,６００円が主な内容となります。優良家畜導入支援事業５,９９３万

円は、肉用牛が６頭、乳用牛が１０２頭、合わせて１０８頭分の５,９９３万円でありま

す。優良家畜の資料、ナンバー３２をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。

農地費は、ここに記載のとおりであります。

営農用管理費、これも上陸別地区、２８年３月末で２８戸、トラリ地区が２８年３月末

で１９戸となっております。１１節で６２万２,４４７円の不用額、これは燃料費で９万

１,０９６円、光熱水費で２２万８,３６３円、修繕料で１８万５６０円、消耗品費で１２

万２,４２８円の不用額が主な内容であります。それから、委託料で６１万３,７８８円、

これは管路修繕で４３万２,０００円、水質検査で８万７,５８０円、水道メーター取りか

えで４万３,９２０円の不用額が主な内容となります。

８３ページ、工事請負費は、主要事業にありますけれども、登良利地区の公共草地の配

電線路改修工事であります。

それから、農畜産物加工研修センター管理費でありますが、これは例年どおりの執行状

況となっております。ちなみに加工センターでやっております鹿肉ジャーキー、製造が

５,９６５個で、販売が５,３９７個、１６１万９,１００円の収入。鹿肉しぐれ煮が製造
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５１０個で、販売が５９９個で、１５万９,６００円の収入。りくべつ低温殺菌牛乳が製

造５,８６３本で、そのうち９２３本が大きい瓶、それから４,９４０本が小型瓶でありま

す。販売が５,４８２本で、大瓶が８６３本、小瓶が４,６１９本で、収入が６８万３,９

００円、合わせて２４６万２,６００円の地場産品の販売収入がございます。

林業費、８４ページになります。賃金からは、例年どおりの執行状況となります。明許

費で７２４万９,０００円、林業振興費ですが、一番上の森林保護(野ねずみ駆除)、繰越

明許費で６５５万１,７４２円、この予算額との差額６９万７,２５８円が、不用額として

１９節で出てきます。資料ナンバー３４に、森林保護、民有林造林、未来につなぐ森づく

りの資料がございます。それから、資料ナンバー３５に、森林作業員就業条件整備、林業

長期就労促進担い手対策、退職金共済制度加入促進、この三つの資料がございますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。ちなみに１９節の不用額１５４万３,８６９

円、先ほど言いました明許分が６９万７,２５８円、未来につなぐ森づくりが３９万９,４

１６円、退職金共済制度加入促進が３５万８,２５０円の不用額となります。

それから、狩猟費、有害鳥獣の駆除、実績はここに記載のとおりでありまして、役務費

で３７万５,２６８円の残がありますが、これは大型動物の処理手数料３６万２,３０８円

の不用額となっております。

それから、林道新設改良費は、次のページになりますが、工事請負費関係が、ここに記

載をしておりますので、これを全部足すと、３,７１９万４,１２０円になります。

それから、商工費であります。商工総務費については、職員の人件費になりまして、手

当２５万４,９４１円の不用額、これは時間外手当が２４万８,１５２円の残となります。

ここの中で、商工振興事業でプレミア商品券が、ちょっと小さい字で書いてございます

が、まずプレミア商品券繰越明許分１,００３万９,５２４円、これはプレミア率２５％

で、６月と１０月に２,０００セットを２回、４,０００セットを販売しました。回収、つ

まり使用した分が９万９,６９８枚で、未使用が３０２枚ありました。したがって、使用

分、９万９,６９８枚、１枚５００円ですから、それと事務費６万９,７２４円で、１,０

０３万９,５２４円。それから、飲食店用３２０セットを販売しまして、使用が７,９７６

枚、未使用が２４枚、事務費が７万１,１２３円で、８６万８,７２３円となります。それ

から、１９節で４７５万４,８９８円の残、不用額がございますが、明許費で１６５万１,

４０５円、商工振興事業６６万７,１１９円、中小企業融資制度７８万９,８６９円、中小

企業経営安定資金８６万１,９１３円、日産自動車購入費助成が７８万３１５円、これが

主な不用額の内訳となります。それから、８９ページですが、共済費９３万７,０７９

円、それから賃金の３３２万４,６０１円、旅費６３万８,１１０円のうち２８万８,９７

０円、それから需用費１０８万５,３８１円のうち５,１６３円は、観光推進専門員に係る

経費４５５万５,８１３円です。

それから、公園費は、例年どおりの執行状況でして、消費者対策費、これも例年どおり

の執行状況になりますが、消費生活相談窓口は２４回開催しておりまして、町広報紙を活
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用したＰＲ、相談も１件ございました。それから、くらしのセミナーを１０回開催して、

延べ３３人の出席となっております。

土木費につきまして、資料ナンバー３６に、建設課担当の工事一覧をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。土木総務費は人件費、職員の人件費が主な

内容でありまして、不用額、手当で６０万４,９４１円ございますが、これは時間外勤務

手当５４万６,８５２円が主な内容となります。

道路橋りょう費、需用費で１７７万４,３４１円、これは燃料費で６６万１６１円、車

両用消耗品で１１１万４,１８０円の不用額が主な内容であります。

道路維持費、道路維持費の事業内容、執行内容については、ここの表に記載のとおりで

すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。ちなみに、除排雪業務から砂箱設置ま

では委託料になります。それと、ここに記載していない道路維持補修で２６２万９,３０

２円を足すと、８,６５７万７,３７８円ということで、決算額と同額となります。排水整

備工事からのり面補修、これは工事請負費になります。３,１７０万８,８００円になりま

す。それから、委託料の不用額７１７万８,６２２円の内訳ですが、ほとんど入札執行残

が主な内容でありまして、除排雪で２９１万１,３２４円の残。路面補修で１１０万円、

道路維持補修で１５３万２,６９８円、道路維持管理で６２万２,０００円の残。縁石取り

かえで５５万４,０００円の残。管渠清掃で１８万９,４００円、区画線設置で１５万９,

６００円が内容であります。

橋りょう維持費、主要事業はここに記載のとおりでありまして、測量試験、弥生橋７５

０万６,０００円、それから新恩根内橋５２９万２,０００円、これは委託料ですから１,

２７９万８,０００円。それから、橋りょう補修工事、二つ合わせて１,５５５万２,００

０円になります。

それから、道路新設改良費に行きます。道路新設改良費では、ここに記載のとおりであ

りまして、明許費、殖産４号線の測量設計がございます。これが１,２００万円の予算額

の繰り越しですから、不用額８２万２,０００円がそのまま残っていきます。したがっ

て、委託料の残８２万３,４００円のうち８２万２,０００円は明許分の不用額となりま

す。それから、公有財産購入費６２万２,２７５円、これは殖産４号線の改良に係る６,０

２８.１９平米の土地の購入になります。

街路灯費、２７年度末、ことし３月末では１９０基の管理をしています。昨年度が１９

４基ですから、マイナス４基となります。需用費で６５万４,９９８円の残、光熱水費で

１６万５,３３８円、修繕料で４８万９,６６０円の執行残となります。

河川費については河川総務費、これを男鹿川ほかの護岸改修２河川、これは委託料で

す。３１３万２,０００円、これは３１９万７,８８０円の内数になります。

住宅費ですが、需用費で９４３万３,１３０円、これは公営住宅の修繕料８９４万８,０

３４円を含んでおります。それから、次のページで、下から二つ、町営住宅給湯器更新工

事３団地、それから、つつじヶ丘団地の公営住宅駐車場外構工事、これは工事請負費にな
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ります。合わせて１,１２８万６,０００円となります。

住宅建設費、これはここに書いてあるとおり、新町団地のＭ棟一棟２戸に係る主体工事

以下外構工事までの決算となります。

下水道費は、下水道特別会計への繰出金７,４３６万４,０００円となります。

消防費ですが、１９節負担金補助及び交付金で２億３,１７６万４,７４０円。事業とし

ては、ここに記載のとおり、消防施設等整備でして、ことしの４月１日からの消防広域化

に伴う一連の消防救急無線デジタル化の負担金、それから高機能指令センターの負担金、

水槽付消防ポンプ自動車購入が主な内容ですが、本部共通経費として５４６万６,０００

円、常備消防費として１億２,６０２万４,０００円、非常備消防費で１,５１６万９,００

０円、消防施設費で８,３２２万４,７４０円、広域に係る負担金１８８万１,０００円の

内訳となります。

災害対策費でありますが、例年どおりの執行状況になります。ここの表にございます

が、防災用備品の購入１２８万８,５４８円、これは消耗品費で４８万８,７００円、これ

は毛布ですとかカセット式ガス、災害備蓄用食料品などの購入、１１節４８万８,７００

円。それから、備品購入で７９万９,８４８円、１８節ですが、これは発電機１台、石油

ストーブ５台、カセット式ガスストーブ１０台などが内容となります。

それから、１０款教育費、教育委員会費は例年どおりの執行状況。

事務局費は、職員人件費と教員住宅建設が主な内容になります。手当１９万８,１８２

円の執行残、これは時間外手当が９万８,１１９円、勤勉手当が７万１,３０１円となりま

す。教員住宅一棟２戸の建設、ここにありますように２行目の建築主体工事２,５４８万

８,０００円から下から３行目の解体撤去費、ここまでが４,２５５万２,０００円の工事

請負費となります。

それから、教育振興費は主な内容になりますけれども、共済費２２２万７,５２５円、

これは学習支援員が１６０万２,００８円、英語助手が６２万５,５１７円。不用額１８万

４,４７５円ございますが、学習支援員分が１６万９９２円の不用額となっております。

それから、賃金で６９６万２,０８８円、これは学習支援員が４６９万１３８円、英語助

手が２２７万１,９５０円となってございます。賃金についても学習支援員分で２５万６,

８６２円の不用額となっております。それから、報償費で１８万９,５７６円の残、学級

支援地域本部事業で６万６,７００円、土曜授業で６万７,０００円の残となっておりま

す。以下は、例年どおりの執行状況となります。それから、１９節負担金補助及び交付金

で２３万９,４８３円の不用額がございますが、これは学校教育推進協議会１９万５,０５

２円が主な不用額の残となります。

スクールバス運行管理費は、例年どおりの執行状況ですが、この表の中で上陸別線が、

利用者が前年度から見ると２７２人減の１,９４４人で、あと小利別線、殖産トラリ線、

西斗満線は、前年度よりも利用者が大人・子供ともふえております。トータルでいきます

と、１万６,２２４名ですが、前年度は１万４,７９７名ですから１,４２７名の増と、大
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人で２,００４名ですから２１７名の増、子供１万３,４５７名で１,０２７人の増。部活

が７６３名で前年度５８０人ですから、１８３人の増となっております。

以下、教育研究費は、例年どおりの執行状況であります。

小学校費に行きます。小学校費も１０５ページまで例年どおりの執行状況ですし、主要

事業についても例年同様の内容になります。それから、需用費で６４万７,８３７円の残

がございますが、これは燃料費が４７万９,３１６円、光熱水費が１６万６,６８８円とな

ります。ちなみに、ことしの３月３１日現在の子供の数ですが、１年生が２３人、２年生

が１５人、３年生が１４人、４年生が１６人、５年生が１４人、６年生が１３人、合わせ

て９５人となります。

それから、教育振興費についても例年と同様の執行でありまして、主要事業においても

同様の内容であります。

中学校費になります。中学校費、需用費で３０３万４９９円の不用額がございますが、

燃料費で２６３万２,８８２円、光熱水費で２７万８,６１４円が主な内容です。３月３１

日現在の中学生の数ですが、１年生が１６人、２年生が２０人、３年生が１８人の合わせ

て５４名となっております。

次のページに行きます。学校管理費においても例年どおりの執行状況になります。委託

料で４０万４,０１１円の残がありますが、施設整備で２５万７,８５９円、教職員健診で

７万２,１００円の執行残となります。

それから、教育振興費も例年どおりの執行状況でありまして、主要事業についても例年

どおりの状況になりますが、小学校費でも、小学校費の教育振興費で学校給食費補助で４

４１万８,２００円、それから中学校費でも、学校給食費補助で２９７万１,６８６円、１

９節に入ってきております。

それから、社会教育費の社会教育総務費、今年度は社会教育委員の会議が２回、研修２

回となりますが、２８年度から３２年度までの５カ年計画、第８期陸別町社会教育計画が

策定されておりますし、その下の第１期陸別町子ども読書活動推進計画も同様に、２８年

度から３２年度までの分が策定されております。それから、賃金で４３万２,９４９円の

残、これは学童保育で２６万７８９円、社会教育指導員で１７万１,２８０円の不用額が

出ております。

あとは大体、例年どおりの執行状況ですが、学童保育所ですが、２８年の３月末では２

９名の児童が在籍をしております。１９節負担金補助及び交付金で１００万３,４６４円

の不用額がございますが、文化芸術鑑賞で６６万５,３７９円、冒険・体感ｉｎとうきょ

うで２０万１,８３０円、成人記念事業で６万７,７１０円、ジュニアリーダー養成で４万

２,５００円の不用額が出ております。

公民館費も例年どおりの執行状況になりますが、需用費で８７万１,４８９円の不用

額、燃料費が６６万１,３６０円、光熱水費で１５万５,７４０円、修繕料で５万２,２２

４円の不用額が出ております。
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文化財保護費は例年どおりの執行状況ですし、保健体育費の保健体育総務費、体育施設

費についても例年どおりの執行状況であります。

学校給食費であります。決算額５,８８９万６,２７８円ですが、この表にある管理費

４,０８０万４,０１８円と５,８８９万６,２７８円の差は、職員２名分の人件費１,８０

９万２,２６０円を除いた金額、４,０８０万４,０１８円の管理費となります。給食セン

ターの収入額が１,３４３万３,５７７円ですが、当初予算でも見ておりますが、基金を取

り崩して充当している金額が２,０５０万円ございますので、これと合わせると、３,３９

３万３,５７７円が収入として入ってくると。そうすると、この差し引きは６８７万４４

１円が一般財源の持ち出し分と、維持管理費に対する持ち出しとなります。一応、人件費

は除いての考え方になります。それから、賃金４８万５,４０５円の残は嘱託職員の賃

金、共済費５４６万３,０６７円は職員分が２５７万７,９４７円、嘱託職員分が２８８万

５,１２０円になります。したがって、今、職員人件費と申し上げたのは、給料、手当、

共済費のうちの職員分２５７万７,９４７円を足した１,８０９万２,２６０円が職員人件

費ということになります。それから、需用費の９４万２,７４７円の残、光熱水費で９３

万８,５４６円の不用額となっております。

災害復旧費につきましては、ここに記載のとおりでありまして、公債費、元金は４億

９,５５０万５,１８０円。資料ナンバー１９に、起債残高一覧表をつけておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。利子においては５,０２７万６,７６０円、不用

額６９万２,２３６円のうち、一時借入金の利子分として５２万６,５６２円が不用額とし

て残っております。

次のページになります。予備費の充当はございません。

したがって、歳出合計予算、５６億５,３６２万３,４００円に対して、支出済額が５３

億６,２９８万６３４円の決算で終わっております。ちなみに、翌年度に繰り越しする明

許費が１億２,２５２万６,０００円、不用額が１億６,８１１万６,７６６円で終えており

ます。ちなみに、予算流用は、１４件、９５万９４４円であります。

では、１１８ページ、平成２７年度陸別町一般会計決算書実質収支に関する調書、これ

単位が千円でありまして、歳入総額が５５億１,５６１万円、歳出総額が５３億６,２９８

万１,０００円、歳入歳出差引額が１億５,２６２万９,０００円で、４番の翌年度へ繰り

越しすべき財源、(２)の繰越明許費繰越額が４,０５７万１,０００円、これを差し引いた

実質収支額は１億１,２０５万８,０００円となります。ちなみに基金の積立金、２分の１

以上６,０００万円を今年度、財政調整基金に積んでおります。

参考までにですが、２８年度の繰越明許費１億２,２５２万６,０００円のうち、財源と

して未収入特定財源８,１９５万５,０００円を差し引いた収入済額一般財源が４,０５７

万１,０００円であります。

次に、１１９ページ、財産に関する調書ですが、公有財産、土地建物総括表でありま

す。行政財産、普通財産とも土地建物の内訳として、行政財産が１２０ページ、１２７
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ページ、普通財産が１２１ページ、１２７ページ、山林、有価証券が１２２ページ、出資

に関する権利、１２３ページ、物品、備品、１２４ページ、１２５ページ、債権、基金、

３月３１日現在ですが、１２６ページ、これらを後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。

以上で、議案第６０号を終わりまして、次、議案第６１号の説明に移ります。

○議長（宮川 寛君） 休憩に入ります。

３時３０分まで休憩いたします。

休憩 午後 ３時１７分

再開 午後 ３時３０分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第６１号から説明します。

議案第６１号平成２７年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につ

いて御説明を申し上げます。

１６４ページをお開きください。これは説明資料になりまして、次のページ、１６５

ページになります。

第１表は、国民健康保険事業の状況最近年度比較表、２７年度分は前年度と診療施設関

係、変わりません。平均世帯数が４６８、被保数が７７９と、あと調定関係、療養諸費も

出ております。

第２表は、歳入歳出決算の総括でして、予算額５億２,３６１万１,０００円に対して、

歳入が５億２,０７３万６３５円、歳出が４億９,３２２万２,７６８円で、歳入歳出差引

残額２,７５０万７,８６７円が２８年度への繰越金となります。歳出は９４.２％の執行

率。

第３表は、歳入実績最近年度比較表でして、２６年度との比較になります。

国保税では８,５９５万２,１８３円で、前年度から見ると２７９万８,８５３円の増と

なっております。不納欠損が１０件、１１５万４,４０２円、前年度が１件４,１００円で

すから、不納欠損が大幅に伸びていると。それから、収入未済額３１３万１,４００円、

３６人、１５２件であります。

この会計の財源としては、一番大きいのが国庫支出金になりまして、国保税関係という

のは順番でいくと、２７年度は４番目になります。国庫支出金が１番で、２番が前期高齢

者交付金、３番目が共同事業交付金、そして国保税が４番目と、昨年度も同様ですが、２

６年度においても国庫支出金が１番で、２番が前期高齢者交付金、３番目に国保税が来ま

して、４番目に繰入金が来ている状況にあります。

第４表は、歳出実績表ですので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

第５表が、国保税の収納額最近年度比較表でして、２７年度現年課税分で調定額８,６

８２万２,１００円に対して収入済額が８,４９１万４,６００円、収入未済額が１９０万
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７,５００円、収納率９７.８％。未収ですが、２０人の８９件。滞納繰越分ですが、調定

額３４１万５,８８５円に対して収入済額が１０３万７,５８３円。不納欠損額が１１５万

４,４０２円、３人、１０件であります。収入未済額が１２２万３,９００円で、前年度よ

りは７３万３,５９１円ほど落ちておりますが、１６人、６３件分の未収となります。

第６表が、最近５カ年間の決算額の推移であります。

それでは、１４１ページ、歳入をお開きください。

歳入、１４１ページですが、資料のナンバー３７－１から４に、国民健康保険事業の一

覧及び収支決算の一覧をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

まず、一般被保険者国民健康保険税ですが、２７年度においては４７２世帯、被保数が

７９１人で、前年度より世帯数で１０世帯、被保数で１５人ほどふえております。現年課

税分で収入済額が８,２５５万７,４２５円、未収が１９０万７,５００円で、２０人、８

９件ですが、８月末までに９人、１８件、４３万３,５００円の収納がございました。滞

納繰越分で１０３万７,５８３円の収入済額ですが、不納欠損が１１５万４,４０２円で、

３人、１０件、未収で１２２万３,９００円ですが、８月末までに３人、６件、８万１,２

００円が収納されております。

それから、税滞納整理機構から２２件、４４万３,７００円も収納になっております。

退職被保険者等国民健康保険税は、被保数が１３世帯、１７人であります。前年度２４

世帯、３８人ですから、２７年度においては１１世帯の減、被保数で２１人の減となりま

す。現年課税分の未収は、退職のほうはございません。２３５万７,１７５円、調定額と

同額の収納となります。

国庫支出金関係は、この記載のとおりの額となってございます。。

次のページ、財政調整交付金ですが、６,１１１万３,０００円の内訳として、普通調整

交付金が９４２万４,０００円、特別調整交付金が５,１６８万９,０００円であります。

特別調整交付金５,１６８万９,０００円のうち、直診会計への繰出金４,９２５万１,００

０円を含んでございます。

それから、療養給付費交付金、これもここに記載の退職被保者に対する医療給付関係と

後期高齢者支援金に充当されるものでございます。

それから、前期高齢者交付金１億１,４８２万２,０１０円、これは２７年度の概算額１

億４８２万９２７円と２年前の精算不足額、２５年の精算不足額が９９９万５,５８６円

と調整不足額５,４９７円を足した１億１,４８２万２,０１０円となります。

それから、道支出金もここに記載のとおりでありまして、特定健康診査等負担金３７万

８,０００円は、国からも同額が入ってきております。

１４２ページで、特定健康診査等負担金３７万８,０００円。国と道と同額の負担金が

入ってきております。

それから、道補助金の財政調整交付金２,０６８万９,０００円ですが、内訳として普通

調整交付金が１,１２８万４,０００円、特別調整交付金が９４０万５,０００円でありま
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す。

それから、共同事業交付金につきましては、道国保連からの交付となります。財産運用

収入の利子及び配当金は、基金利子１万５,７５４円。

繰入金、一般会計繰入金ですが、２,１１９万２,２１０円ということで、まず保険基盤

安定繰入金が２,１１９万２,２１０円で、一般会計から入ってくるものですが、一般会計

のほうでは、道からの、まず保険料軽減分で道の４分の３分が、１,０３２万５,２１２

円、町の負担分４分の１分が３４４万１,７３８円、合わせて１,３７６万６,９５０円の

保険料軽減分。それから、保険者支援分、国が４分の２、３７１万２,６３０円、道負担

分４分の１、１８５万６,３１５円、町負担分１８５万６,３１５円、７４２万５,２６０

円、合わせて２,１１９万２,２１０円が、一般会計からの保険基盤安定繰入金、財源とし

ての繰入金となります。

それから、その他一般会計繰入金で１,１５７万４,８９７円、１４８ページですけれど

も、前年度から見ると、３,４０５万３,７４７円の減額となっております。１,１５７万

４,８９７円の内訳としては、出産育児一時金分が２８万円の３件、８４万円、事業分が

４３０万２,８９７円であります。内訳としては、事務費分が２４０万２,４６１円、保健

事業分が７４万２,１３１円、特定健診分が１１２万８,３０５円、葬祭費分が３件、３万

円が内訳となります。それと、別額になりますけれども、財政対策分で６４３万２,００

０円、合わせて１,１５７万４,８９７円となります。

繰越金は、前年度繰越金で、ここに記載の１,４６３万１,９００円となります。

それから、諸収入の延滞金加算金及び過料、１目の一般被保険者延滞金ですが、１８万

９,９００円、これは１４件分になります。それから、退職被保険者等延滞金、一般被保

険者加算金、退職被保険者等加算金は、科目存置となります。

それから、雑入の一般被保険者第三者納付金、それから退職被保険者等第三者納付金、

一般被保険者返納金、退職被保険者等返納金、これらは科目存置であります。

それから、雑入ですが、５１万５,２４７円、内訳としては、健診個人負担金４９万２,

０００円、３０４人分。指定公費負担金５,６８４円、これは国保連からの納入。超高額

医療費共同事業交付金１万７,５６３円、これも国保連からの交付となります。

収入済額、５億２,０７３万６３５円、不納欠損が１１５万４,４０２円、収入未済額が

３１３万１,４００円の決算となっております。

では、次、歳出、１５１ページになります。

総務費、一般管理費は、例年どおりの執行状況ですし、積立金の１万５,７５０円は、

基金利子分であります。それから、連合会負担金、これも例年どおりの状況。

徴税費、賦課徴収費、これも例年どおりの執行状況ですが、税滞納整理機構に２８万４

９２円の負担金ですが、３７件、９８万５,１００円を税滞納整理機構に引き継ぎました

けれども、２２件、４４万３,７００円が収納となっております。

運営協議会費は、例年どおりの執行状況。
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保険給付費に行きます。療養諸費で、一般被保険者療養給付費、１９節ですが、２億

２,６４４万８,５８４円、件数でいきますと１万１,０６５件、費用額は３億１,３５７万

３,４８０円であります。前年度より支出済額が１,５９５万６,０００円ほど落ちており

ます。件数でも前年度から見ると、３８７件、費用額でいきますと１,８４０万５,０９３

円が、前年度から見ると落ちていることになります。それから、退職被保険者等療養給付

費２９５万８,２４６円ですが、２９５件、費用額で４２２万６,６８４円となります。件

数でいくと２９０件の減、費用額でいくと７８１万４８０円の減額となっております。一

般被保険者療養費５３４万７,１１７円、４６８件で、費用額が７３０万４,７５９円であ

ります。件数で３３１件、金額にしますと５８５万９,２３９円の増となっております。

これは昨年９月に、整骨院ができてから療養費がふえているということで、９月と１２月

にも補正をさせていただきましたけれども、銀河整骨院関係が主な増因であります。それ

から、退職被保険者等療養費は１１万８,１０４円で５件、費用額にして１６万８,７４３

円であります。

それから、高額療養費、一般被保険者高額療養費、１９節３,５１１万９,７９８円で、

５１５件、３５１万４,８１７円の増となっております。件数で５９件の増、費用額で３

８２万６,２１１円の増となっております。

次のページになります。一般被保険者高額介護合算療養費、退職被保険者等高額介護合

算療養費、これは科目存置。

次の移送費関係も科目存置になります。

出産育児諸費、出産育児一時金、１９節１２６万円、４２万円の３件分であります。

葬祭費は、３件分、３万円。

後期高齢者支援金は、４,１４７万６,４９１円、これも２７年度の概算分が４,５７３

万３,５７９円、２５年度の精算額でマイナスの４２５万６,１３６円、調整額の３,７８

３円を引いた４,１４７万３,６６０円と事務費分２,８３１円を足した４,１４７万６,４

９１円の負担となります。

それから、前期高齢者納付金２万７,４１０円、これも同様に２７年度概算分が５万１

５８円、２５年度の精算過払い分が２万５,６４６円、調整分がマイナスの１４円、差し

引き２万４,４９８円に事務費２,９１２円を足した２万７,４１０円となります。

介護保険納付金、これは国保税のうちの介護分、２号被保険者で４０歳から６４歳の方

ですが、これは支払基金に支払う分であります。２８％分ですが、介護保険特別会計へ支

払基金から交付されるようになると思います。これが１,６５５万４,１４５円。

共同事業拠出金、高額医療費拠出金が１,１５４万５,１１２円。それから、保険財政共

同安定化事業拠出金で９,３８７万６,２２６円となります。

保健事業費ですが、特定健康診査等事業費、委託料２２３万４,１８８円、健診２８６

人分、２１５万８,４８４円が主な内容でして、特定健診受診率は、５５％の予定であり

ます。当初の目標は５０％となっております。それから、保健事業費ですが、１６２ペー
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ジの委託料８２万１,４３９円ですが、まず、４０歳未満の健診１９人、１４万１,８９６

円、予防接種が５７万８,０００円、インフルエンザが１７５人、高齢者肺炎球菌３０

人、ふれあいの広場会場ステージ設置が７万５,６００円、共同電算処理が２万５,９４３

円の内訳となっております。１９節１万６０円は、インフルエンザ３人分の償還払いと

なっております。

それから、諸支出金の償還金２３節１２２万６,７１６円ですが、平成２６年度分の療

養給付費、退職者医療、支払基金分が９０万５,４１６円。それから、国保税還付１１

人、３０万８,１００円。国保税の還付加算金、１人、１万３,２００円の内訳となってお

ります。

それから、繰出金ですが、直診会計への繰出金４,９２５万１,０００円であります。

予備費、充当は５件、１２万１,３００円であります。支出済額４億９,３２２万２,７

６８円、不用額が３,０３８万８,２３２円となります。

次、１６３ページです。２７年度の国民健康保険事業勘定特別会計決算書、実質収支に

関する調書、千円単位ですが、歳入総額が５億２,０７３万円、歳出総額４億９,３２２万

３,０００円、差し引き２,７５０万７,０００円であります。実質収支が２,７５０万７,

０００円で決算を終えております。

以上で、議案第６１号を終わりまして、次、議案第６２号の説明に移ります。

議案第６２号平成２７年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算

認定について説明をいたします。

１８７ページ、説明資料をお開きください。

まず１８８ページの第１表、２７年度の歳入歳出決算の総括であります。

予算額４億２,５８９万５,０００円で、決算額ですが、歳入が４億２,５５９万１,７３

２円、歳出が４億４６６万４,７２７円で、差し引き２,０９２万７,００５円が２８年度

への繰り越しとなります。執行率は９５％であります。

歳入の実績最近年度比較表、第２表でありますが、診療収入で１億９,８７２万６,２０

３円ということで、前年度から見ると１,５５６万１,３９４円の減額となっております。

繰入金は、１億６,７１４万５,０００円で、前年度から見ると６,２３８万４,０００円

の減額でありますが、内訳としては、一般会計が１億１,７８９万４,０００円、国保会計

からが４,９２５万１,０００円。合わせて１億６,７１４万５,０００円ですが、一般会計

では前年度から見ると６,１１４万円の減額、国保会計から見ると１２４万４,０００円の

減額となっております。

それから、次のページは、歳出実績最近年度比較表であります。

総務費、医業費、公債費、医業費では１億１,６７５万４,４３２円で、１,６５４万８,

０２７円の減。公債費も２,６７０万２,９０６円で３９９万７,７５２円の減となってお

ります。合計でも４億４６６万４,７２７円で、前年度と比較しますと９０２万８７９円

の減となっております。
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診療収入の収納状況、第４表ですが、未収はございません。入院が１,７５４万３,５１

９円、外来が１億６,４２３万２,５００円、それぞれ入院が４５０万９,６４６円の減、

対前年度比ですね。それから、外来が９９１万８,２８９円、対前年度比で減。合わせて

１,４４２万７,９３５円の診療収入の減となっております。

第５表、１９２ページは、経費別支出内訳調であります。総務費関係で１４.９％の増

と、医業費が３.４％の減となっております。

第６表は、患者の推移、職員の推移でありますが、まず入院でいくと、先ほど言いまし

たように、患者数は２６年度は１,３３６人、２７年度は１,２３７人で、入院では９９人

の減、外来では１万２,８８０人で、１,１５３人の減。入院・外来を合わせますと、２７

年度は１万４,１１７人ですが、２６年度が１万５,３６９人ですので、１,２５２人の減

となります。

次のページは、職員数以下、患者１人当たりの診療収入等々でございますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

それでは、歳入、１７２ページをお開きください。

１７２ページ、歳入であります。資料ナンバー３８－１、２に診療所の運営状況をつけ

ておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

入院収入、外来収入については、先ほど資料のほうで説明させていただきましたので、

省略させていただきます。

使用料及び手数料、使用料ですが、これは自動販売機設置使用料３万８,２４１円。そ

れから、文書料は、診断書、介護意見書などを８６万８,０００円です。

それから、財産貸付収入、土地建物貸付収入は、医師１名、医療職員３名分の土地建物

貸付収入４６万８,３００円。

それから、繰入金につきましては、先ほど説明したとおり、一般会計から１億１,７８

９万４,０００円、内訳としては起債償還分が２,６７０万４,０００円、財政対策分が９,

１１９万円です。国保会計からの繰入金４,９２５万１,０００円は、救急患者受け入れ態

勢分が１８２万６,０００円、運営費分、赤字が多額という部分での４,２４２万５,００

０円の繰入金となっております。

前年度繰越金が５,２７５万３,３１５円。

それから、雑入でありますけれども、私用電話料が５,７７０円。雑入が５２７万５,７

２７円、嘱託医報酬２９４万円、社会保険料個人負担分１３０万７,０１４円、患者外給

食代が７８万５,８５０円、医療器具使用料が２２万３,６８３円などが内容であります。

次、歳出、１８０ページに行きます。

総務費、一般管理費ですが、職員人件費が主な内容でありますけれども、まず給料で１

１４万６,０１４円の不用額。これは看護師１名が、今、休職中でありますので、その分

の残。手当、１５５万４,２０４円の残。要因は看護師１名の休職の分がございますけれ

ども、内訳としては宿日直手当で２０万円、時間外で３２万８,５１８円、夜勤手当で４
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５万９,９８９円、勤勉手当１７万２,０４９円、住居手当で９万１,７６１円、退職手当

組合負担金が１９万６９７円が内訳になります。共済費９７万１,７２２円の不用額は、

共済組合費で３４万３,６８０円、社会保険料で６１万１,１２４円の残となっておりま

す。賃金２１０万２,８０３円の残は、臨時看護師分で８８万１４０円、臨時調理員分で

６３万８６６円、臨時看護補助員分で３１万４６８円、臨時放射線技師分が２６万４,１

００円となっております。それから、需用費で６８万４,８８８円の不用額ですが、印刷

製本費で５万４,０００円、燃料費で３１万５,６４８円、光熱水費で１９万９,５３３

円、消耗品費で１１万５,５０７円の不用額となっております。委託料で１２４万８,６２

３円は、医療事務分で１１７万７,０３０円の不用額が出ております。

研究研修費、これは例年どおりの執行になりますし、医業費の医療用機械器具費、備品

で１９６万１,３６０円は、主な内容は心筋マーカー、病室のベッド４台が主な内容にな

ります。

医療用消耗器材費は、例年どおりの執行状況ですし、医薬品費、需用費は、９,９７７

万４,６９６円、内訳としては薬が８,８１２万６,７２０円、ワクチンが４０３万８,５３

８円、注射用薬剤が７６０万９,４３８円となっております。

検査費は、例年どおりの執行状況。

給食費も例年どおりの執行状況であります。

公債費、元金が２,６２０万３,１７１円、利子が４９万９,７３５円。

予備費の充当はございません。

予算流用が２件、１２万４,４１７円で、決算を終えております。

次のページ、２７年度の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計決算書実質収支に関す

る調書、千円単位ですが、歳入総額が４億２,５５９万２,０００円、歳出総額が４億４６

６万５,０００円、差し引き２,０９２万７,０００円、実質収支額も２,０９２万７,００

０円であります。

以上で、議案第６２号の説明を終わりまして、次、議案第６３号の説明に移ります。

議案第６３号平成２７年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について御説

明を申し上げます。

説明資料の２０９ページをお開きいただきまして、次のページ、２１０ページの歳入歳

出決算の総括表ですが、予算額２億２,３７４万８,０００円に対して、決算額、歳入が２

億２,３５８万９,４６３円、歳出が２億１,９７７万３,９１１円で、差し引き３８１万

５,５５２円が２８年度への繰越金となります。執行率、歳出、９８.２％になります。

第２表は、歳入実績最近年度比較表でありますが、使用料及び手数料、２７年度が収入

済額が５,３１７万８,８４３円、未収が５万２,３６４円ございまして、５件分です。町

債が５,５４０万円、繰入金が９,７１５万６,０００円、合計が２億２,３５８万９,４６

３円の収入済額となっております。

第３表が、歳出実績最近年度比較表です。
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総務費、施設費、公債費、予備費とございまして、支出済額が２億１,９７７万３,９１

１円、不用額が３９７万４,０８９円となっております。

第４表は、水道使用料徴収実績表でありまして、陸別地区ですが、調定額５,３１２万

７,２０７円で、収入済額が５,３０７万４,８４３円、前年度から見ると６７万２,１３０

円ほど増となっております。それから、一般用が３,９２７万３,８３０円で、７５万１,

４９２円の増。営業用も３３９万６,４４６円で２１万７,２６８円の増。事業用が６３９

万３,２６４円で、２４万４,３０８円の減となっております。

用途別給水戸数、２８年３月末ですが、一般用が１,０３２戸、前年度より１１戸増と

なっております。営業用は３０戸で、前年度より２戸増。事業用、団体用、浴場営業用

は、前年と同様の６戸、１戸となっております。臨時用はマイナス１で、合計１,１１４

戸、１２戸の増となっております。

それから、第５表、給水状況調べですが、給水量でいきますと、今年度は２９万４,２

５２立方メートルですが、前年度と比較すると１,６２７立方の減。１日平均給水量８０

４立方ですが、前年度よりもマイナス７立方。給水人口、２,２６１人ですが、前年度に

しますとマイナス３７人、一人、１日平均給水量は３５６リットルですが、前年度から見

ると３リットル増となっています。

それでは、１９８ページの歳入をお開きください。

１９８ページで、歳入であります。

使用料、水道使用料、先ほど言いました５,３０７万４,８４３円の収入。未収が５件、

５万２,３６４円と言いましたが、８月末までに４件、４万８,０９７円が収納されており

ます。水道手数料は１０万４００円、設計手数料ですが、給水装置の新設工事審査９件、

７万２,０００円。給水装置その他工事の審査が８件、３万２,０００円であります。

それから、簡易水道事業補助金１,２００万２,０００円、機器更新に係る補助金、それ

から物品売払収入の４万２９７円は、旧トマム浄水場の解体に係る鉄くずなどの売り払い

が内容であります。

それから、繰入金ですが、一般会計からの繰入金９,７１５万６,０００円、内訳として

は建設改良分が５,３６８万１,０００円、財政対策分が２,１１０万１,０００円、高料金

対策が２,２３７万４,０００円となっております。

繰越金は４９０万７,８３３円。

雑入ですが、９０万４,４９０円ですが、下水道料金の事務費負担金が５１万３,５３０

円、消火栓整備補償費が２万９,１６０円、浄水場の屋根修繕に係る災害共済金が３６万

１,８００円であります。

起債、町債の簡易水道事業債５,５４０万円ですが、過疎債が２,７７０万円、簡易水道

事業債が同額の２,７７０万円であります。

合計、歳入が２億２,３５８万９,４６３円、未収が５万２,３６４円となっておりま

す。
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以上で歳入を終わりまして、歳出の２０２ページに移ります。

総務費、一般管理費につきましては、例年どおりの執行状況となりますけれども、職員

１名分の人件費、手当で３６万５,２８４円の不用額は、時間外が３５万７１０円ござい

ます。それから、委託料で１４５万４,３６０円、この中には水道料金の収納業務の委託

料１２１万９,０００円も含まれております。それから、２７節の公課費１３２万６,８０

０円、これは消費税でありまして、２６年度の消費税分が７６万６００円、２７年度分の

中間納付額が５６万６,２００円であります。

それから、施設費の施設維持費であります。主要事業については、２０４ページに記載

のとおりでありますが、需用費で５５万６,３９４円の不用額が出ております。まず、内

訳は修繕料で２３万２,２２０円、消耗品費１４万２,５３８円、燃料費で７万４,７５２

円、光熱水費で９万３,４８４円の不用額となっております。委託料２５万９,３９６円の

残は施設設備保守整備で１０万４,５２０円、施設設備改修９万６,７２０円の不用額と

なっております。備品購入費４３１万８,７０４円につきましては、更新用水道メーター

１９６個、３４７万８,７８８円。施設用水道メーター３３個、６１万３,１１６円。水道

メーター器用無線端末１０台、２２万６,８００円が内容となっております。

施設新設改良費、表の中段、配水管整備の工事二つ。市街地の配水管布設替工事、殖産

地区の配水管新設工事、これは工事請負費でありまして、それと一番下の簡易水道施設機

器更新工事、これが全部で６,１８１万９,２００円となります。それ以外のもの、一番上

は委託料、２番目も委託料、下から４行目の浄水場の水道施設機器、その上の更新価格調

査委託、これも委託料になります。

公債費、元金ですが、７,４３６万５,３６６円、４０万３,００７円の前年度より減

額、利子が２,９６１万７,７２３円で、これも２３５万３,７２１円の前年度から見る

と、減となっております。支出済額２億１,９７７万３,９１１円、不用額が３９７万４,

０８９円で、予算流用が１件、２,８００円で終えております。

２０８ページ、２７年度陸別町簡易水道事業特別会計決算書実質収支に関する調書、千

円単位ですが、歳入総額２億２,３５８万９,０００円、歳出総額２億１,９７７万４,００

０円で、差引額が３８１万５,０００円、実質収支額が同じく３８１万５,０００円であり

ます。

以上で、議案第６３号を終わりまして、次、議案第６４号に移ります。

議案第６４号平成２７年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について説

明いたします。

２２８ページをお開きください。

２２８ページ、第１表は、平成２７年度歳入歳出決算の総括であります。

予算額１億６,８２８万３,０００円に対して、歳入決算額１億６,８３９万２,９０７

円、歳出１億６,６７１万４,４２３円、差引残額１６７万８,４８４円が２８年度に繰り

越しとなります。歳出執行率は９９.１％。
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第２表は、歳入実績最近年度比較表です。分担金及び負担金で９０万円、前年度より３

０万円の増。使用料及び手数料で２,５２７万１,６７２円で、前年度から見ると６６万

６,１７０円。国の補助金が２,８８０万円。繰入金が７,４３６万４,０００円で、１２１

万３,０００円の減となっております。町債が３,７００万円で３,５８０円のほどの増。

合計で１億６,８３９万２,９０７円、前年度から見ると６,２８９万７,８７６円の増とな

ります。

それから、２３０ページ、歳出、第３表ですが、総務費、施設費、事業費、公債費、合

計で支出済額が１億６,６７１万４,４２３円。総額でいきますと、前年度から見ると６,

３２７万６,６２７円の増となります。

２３１ページ、第４表、下水道使用料徴収実績表ですが、陸別地区で収入済額２,５２

２万３,６７２円、収入未済が２万７,８７４円、一般用で２,４８７万８,５９１円、これ

が６９万６,８６８円の増。一般用で、未収が２万７,８７０円ございます。公衆浴場が３

４万５,０８１円で、３,３０２円の増。計で、２,５２２万３,６７２円で、前年度から見

ると７０万１７０円の増。

処理状況ですが、処理、１,９３６人、前年度から見ると１７人の減。水洗化人口１,７

４６人、前年度から見ると４人の増。水洗化率９０.２％、前年度から見ると１％の増と

なります。

それでは、歳入、２１８ページをお開きください。

分担金、下水道事業分担金９０万円ですが、内訳としては２６年度分１０戸、２５万

円、２７年度分２５戸、６２万５,０００円、２７年度前納分１戸、２万５,０００円の内

訳となっております。

下水道使用料、未収で２万７,８７４円ございました。４人ありましたが、８月末まで

に全額入金となっております。

下水道手数料４万８,０００円ですが、排水設備新設工事審査手数料５件、４万円、排

水設備その他審査手数料２件、８,０００円の内訳であります。

それから、国庫補助金の下水道事業補助金は、社会資本整備総合補助金２,８８０万円

であります。

繰入金、一般会計からの繰入金が７,４３６万４,０００円で、建設改良分が１１万３,

０００円です。それから、分流式下水道分が２,８１０万６,０００円。財政対策分が４,

６１４万５,０００円の内訳となっております。

それから、前年度繰越金が２０５万７,２３５円。

町債、下水道事業債３,７００万円、下水道事業債が１,８５０万円、過疎債が１,８５

０万円となっております。

歳入合計が１億６,８３９万２,９０７円であります。

歳入を終わりまして、歳出、２２２ページ。

総務費、一般管理費、職員１名分、人件費が主な内容であります。負担金補助及び交付
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金の５８万８,２６０円、これには下水道料金事務負担金５１万３,５３０円、簡水会計へ

の負担金が入ってございます。それから、公課費５２万９,３００円は、２６年度の消費

税分であります。

それから、施設費、施設維持費、主要事業はここに記載のとおりでありまして、委託

料、表の一番上と二つ目、そして一番下の分、その上の分、下から三つ目までが委託料に

なります。

事業費の下水道建設費ですが、主要事業はこの表に記載のとおりでありまして、工事請

負費５,７９９万８,１６０円は、表の一番下、二つ目、三つ目までが工事請負費となりま

す。上の四つが委託料になります。

公債費、元金、１９節ですが、３,４０５万９２５円、利子が１,０５３万８,６６５円

で、予備費は充当なしと、支出済額が１億６,６７１万４,４２３円、不用額が１５６万

８,５７７円で、予算流用は１件、２,３００円であります。

２７年度の公共下水道事業特別会計決算書、実質収支に関する調書、千円単位ですが、

歳入総額が１億６,８３９万２,０００円、歳出総額が１億６,６７１万４,０００円、歳入

差し引き１６７万８,０００円、実質収支が１６７万８,０００円であります。

以上で、議案第６４号を終わり、次、議案第６５号の説明に移ります。

議案第６５号平成２７年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について

御説明を申し上げます。

資料、２５９ページをお開きください。

第１表、２７年度歳入歳出決算の総括でありますけれども、予算額２億９,７６３万３,

０００円に対して、決算額、歳入が３億１３５万１,７０２円、歳出が２億８,９８３万４

８７円で、歳入歳出差引額１,１５２万１,２１５円の２８年度繰り越しとなります。な

お、余談ですが、先ほどの午前中の本会議において、今年度の補正予算において介護保険

の補正予算、歳出のほうで国、道、支払基金、町への返還金について繰越金の収支ゼロの

予算を議決いただいたところであります。

なお、歳入実績、第２表ですが、介護保険料は２７年度から２９年度までの第６期計画

において、保険料を３,３００円から４,９００円に改正をしております。それを踏まえて

説明をしたいと思います。

１目の介護保険料４,７７４万７,７０５円、前年度から見ると１,４９８万８,１４０円

の増となっております。不納欠損が４件、８万８,５３３円、収入未済額が４８万８,４４

３円、１８人の１８件であります。それで歳入合計でいきますと、３億１３５万１,７０

２円ですが、前年度よりも１,９０２万９,９３３円の歳入増となっております。

第３表は、歳出ですが、これはごらんをいただきたいと思います。

それから、第４表、介護保険料収納額調です。現年度賦課分、滞納繰越分、２７年度現

年度分は調定額４,７９６万７,８１５円で、収入済額が４,７６１万９,００５円、収入未

済額が３４万８,８１０円、１３人の１３件。滞納繰越分が３５万６,８６６円の調定で、
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収入済額が１２万８,７００円、不納欠損が４件、４人、８万８,５３３円、収入未済額が

５人、５件であります。収入未済、現年度分と滞納繰越分を合わせますと、１８人の１８

件で４８万８,４４３円となります。

それでは、歳入、２３７ページをお開きください。

２３７ページ、歳入であります。資料ナンバー３９－１、２に介護保険特別会計実施状

況の一覧がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

介護保険料、第１号被保険者保険料ですが、被保数は２７年の３月３１日現在では９３

０人でした。２８年３月３１日では９０７人ということで、被保数は２３人の減となりま

す。現年度分、収入済額が４,７６１万９,００５円で、収入未済額が３４万８,８１０

円、１３人の１３件ですが、滞納繰越分で収入済額１２万８,７００円で、未収が１３万

９,６３３円、５人の５件ですが、８月末までに２人、２件、７万３３３円の収納があり

ました。

国庫支出金で、ルール分の交付となります。国庫補助金のうち、地域支援事業交付金６

８万３,５７０円ですが、介護予防分で１５万２,０００円、包括的支援・任意事業で５３

万１,５７０円となっております。それから、事業費補助金１０万８,０００円はシステム

改修費となります。

それから、道の介護給付費負担金もルール分の交付でありまして、地域支援事業交付金

も現年度分３４万１,７８５円、これは介護予防分が７万６,０００円、包括的支援・任意

事業は２６万５,７８５円であります。

支払基金交付金、地域支援事業交付金のうち現年度分１７万円は、介護予防分となりま

す。

利子及び配当金は、２万１,２５９円は基金利子となります。

繰入金ですが、一般会計繰入金、まず介護給付費繰入金が３,４６３万円、事務費繰入

金が７６６万７,０００円、地域支援事業繰入金が３４万８,０００円、低所得者保険料軽

減繰入金が７３万２,０００円であります。

それから、基金繰入金が、基金の取り崩しですが、４６１万２,０００円。

それから、前年度繰越金が９６７万８,９５０円。

諸収入の第１号被保険者延滞金、第１号被保険者過料、預金利子１,０００円、これは

科目存置です。それから、雑入の滞納処分費、第三者納付金、返納金も科目存置。雑入が

４９万４８０円ですが、介護扶助審査業務、国保連から入ってきます。

歳入、収入済額が３億１３５万１,７０２円、不納欠損が８万８,５３３円、収入未済額

が４８万８,４４３円で、歳入を終えています。

次、歳出、２４５ページになります。

１款総務費、一般管理費、旅費から委託料までは例年どおりの執行。備品購入費１８２

万５,２００円は、居宅介護支援事業所設置に係る介護事業者支援システムを導入するた

めのシステム導入一式、パソコン１台、プリンター１台であります。
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それから、賦課徴収費は、例年どおりの執行状況。

介護認定審査会費、１９節の１９０万８,８００円は、三町の介護認定審査会の負担金

となります。

それから認定調査費、委託料７２万１,６８０円は、要介護認定調査委託でありまし

て、委託先は事業所、１６人が対象であります。

それから、保険給付費、介護サービス等諸費、まず居宅介護サービス給付費、１億３,

０５１万４,６９３円ですが、第６期計画の人員、計画では延べで１,３５６人でしたが、

２７年度は１,４４６人と、９０人の増、前年度から見ると１０１人の増となります。

それから、居宅介護サービス計画給付費７１３万２８９円、計画でいくと延べ４８０人

ですが、実績は５３４人で、５４人の増、前年度から見ると２９人の増となります。

それから、施設介護サービス給付費１億５０３万７,５０６円ですが、計画でいけば４

０８人ですが、実績が４７５人で、６７人の増、前年度で比較すると８４人の増となりま

す。

居宅介護福祉用具購入費２１万６,０８５円、計画では延べ５人ですが、実績は７人で

２人の増、前年度と比較すると１名の増となります。

居宅介護住宅改修費２９万１,８００円、計画では延べ４人ですが、実績は３人で、マ

イナス１人ですけれども、前年度から比較すると１人が増となります。

介護予防サービス等諸費、介護予防サービス給付費ですが、７５６万９,９７５円、計

画では延べ３３６人ですが、実績では３４６人ということで１０人の増、前年度と比較し

た場合では４７人の増となります。

介護予防サービス計画給付費１０５万１,１８０円ですが、計画では延べ２０４人です

が、実績は２３９人、３５人の増、前年度と比較しますと２６人の増となります。

介護予防福祉用具購入費１０万４,９２５円、延べ人員の計画では４人ですが、実績も

４人と、前年度と比較すると１名増となります。

介護予防住宅改修費１９節３６万５,４００円、計画では延べ３人ですが、実績でも３

人と、前年度から見ると２人の増となります。

それから、高額介護サービス費４３１万３,１２０円、実績では４５人、前年度から見

ると５人の減。高額介護予防サービス費、これはゼロです。

それから、高額医療合算介護サービス等費、高額医療合算介護サービス費１６９万２,

１９０円ですが、実績は４９人で、前年度と比較すると６名の増。高額医療合算介護予防

サービス費１万２,５８０円、実績は１人で、１名増となります。

それから、特定入所者介護サービス等費で１,３３５万７,７５８円、実績は４０８人

で、前年度から見ると４４人の増となります。２目、３目、４目については科目存置とな

ります。

地域支援事業費、一次予防事業費、委託料８万４,０００円は、ふまねっと運動、社協

への委託、これは４９回実施しております。それから、二次予防事業費は、例年どおりの
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執行状況。

包括的支援事業費の介護予防ケアマネジメント事業費、１３節委託料４５万３,２００

円は、介護予防サービス計画作成で社協が４３件、北勝光生会が６１件、合わせて１０４

件であります。任意事業費、１３節委託料７９万６,３６１円。介護教室、ＮＰＯへ委託

で１０万円。介護用品給付、社協へ２３万６,７２０円。配食サービス、社協に４５万９,

６４１円の内訳となります。

基金積立金ですが、６９１万１,７９０円、２７年度末残高は８３８万３,５８１円とな

ります。

それから、諸支出金の第１号被保険者保険料還付金５万７,７５０円、保険料還付は８

件であります。介護給付費負担金等返還金、２３節２８５万４,０４３円は、２６年度分

の介護給付費等の確定による返還でありまして、国に４０万３,５５３円、北海道に６２

万８,８３１円、支払基金に２０万９,６８３円、町に１６１万１,９７６円、合わせて２

８５万４,０４３円となります。

予備費の充当はございません。

支出済額２億８,９８３万４８７円、不用額が７８０万２,５１３円で、予算流用１件、

１万１,５８０円で終わっています。

２５７ページ、２７年度介護保険事業勘定特別会計決算書実質収支に関する調書、単位

千円ですが、歳入総額が３億１３５万１,０００円、歳出総額が２億８,９８３万円、差し

引き１,１５２万１,０００円、実質収支が１,１５２万１,０００円であります。

以上で、議案第６５号の説明終わりまして、次、議案第６６号の説明に移ります。

議案第６６号平成２７年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について説

明を申し上げます。

説明資料の２７６ページをお開きください。

２７６ページ、第１表、平成２７年度歳入歳出決算の総括でありまして、予算額が４,

０８４万７,０００円、決算額、歳入は４,００７万９,２６１円、歳出も同額の４,００７

万９,２６１円ということで、歳入歳出差引残高はゼロ、この会計も本来は収支残高ゼロ

の決算ということになります。

第２表、保険料収納額調ですが、２７年度は２,２３４万６,５００円、前年度から見る

と１４４万８,５００円の減額となります。

第３表、２７７ページ、歳入実績最近年度比較表ですが、未収はございません。後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

歳出の第４表についても同様に、後ほどごらんください。

それでは、歳入の２６４ページ、歳入であります。

１款後期高齢者医療保険料、まず被保数ですが、２７年度当初では５６０人でございま

すが、２７年度末では５４２人ということで、被保数では１８人の減となります。

それから、特別徴収保険料４８８人、普通徴収保険料１６５人で、重複は６０人ござい
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ます。特別徴収、現年度分で１,１８８万９,３００円、普通徴収分で１,０４５万７,２０

０円であります。

繰入金、他会計繰入金、事務費繰入金２５７万９,４６３円、これ内訳は広域連合事務

費分が１２９万６,０００円、町単独事業分１２８万３,４６３円。内訳としては、インフ

ルエンザ予防接種分が８５万３,６２０円、事務費分が４２万９,８４３円であります。

それから、保険基盤安定繰入金１,４５９万５,０９８円ですが、北海道分が４分の３、

１,０９９万６,３２３円、町分が４分の１、３６４万８,７７５円となります。

諸収入の償還金及び還付加算金、保険料還付金３万円、これは８人であります。これも

歳出同額となります。それから、雑入で２７万８,２００円、健診の個人負担分４０人の

５００円、２万円。広域連合の健診委託料が２５万８,２００円であります。

広域連合交付金２５万円は、すこやか推進事業補助金でありまして、インフルエンザ予

防接種事業分であります。

歳入総額４,００７万９,２６１円。

以上で歳入を終わって歳出、次のページになります。

１款総務費、一般管理費で１３節委託料１３２万４,０３１円、健診４０人分で２４万

２,１６０円、インフルエンザ予防接種３５７人で１０７万１,０００円、共同電算処理１

万８６７円、負担金補助及び交付金で３万２,６２０円、インフルエンザ予防接種助成１

０人であります。後期高齢者医療広域連合納付金は３,８２３万７,５９８円。

それから、諸支出金の保険料還付金３万円は、先ほど言いました歳入と同額の３万円で

あります。

予備費充当もございません。

歳出合計で４,００７万９,２６１円。

次のページ、実質収支に関する調書です。

歳入総額４,００７万９,０００円、歳出総額４,００７万９,０００円、差し引きはゼ

ロ、実質収支もゼロの決算であります。

以上で、議案第６０号から議案第６６号までの説明を終わります。

以後、御質問によってお答えをしたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 副町長には、大変御苦労さまでございました。

平成２７年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑を

許します。

７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 監査の意見書の１１ページなのですけれども、職員の時間外勤務

状況ということで、ずっと読んでいったら時間かかりますので読みませんけれども、指摘
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事項というか、監査委員としては時間外がいろいろ悪循環に至っているので、今後、安定

的な住民サービス提供のためにも、職員の時間外勤務はいろいろ健康上もあるので、その

辺は努力して、いわゆる時間外を少なくしていくことについて指摘させていただくと書い

てあるのですけれども、具体的には町民課が多いというふうに書いてあるのですけれど

も、どういうような仕事の内容でこういうふうに町民課が多いのか。建設課ならいろいろ

設計関係とかあると思うのですけれども、町民課が先に来ているというのはどういうよう

な内容なのか、もし監査の指摘の中でわかる範囲で教えてほしいのですけれども。

○議長（宮川 寛君） 暫時休憩いたします。

休憩 午後 ４時４１分

再開 午後 ４時４１分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

飯尾代表監査委員。

○代表監査委員（飯尾 清君） ただいまお話のありました点につきましては、１１ペー

ジに、時間外勤務の実態が載っております。その下のほうの表を見ていただければ、内容

はわかると思います。まず、前年度と比較いたしますと、管理職を除く職員が２名減って

おります。だが、勤務時間は１,０３５時間ふえております、２６年と２７年を比較いた

しますと。それから、平均の時間外が１人当たり１７１時間ということで、昨年と比較す

ると、１８時間ふえております。それから、最高やった人が年間５５２時間、これも昨年

と比較いたしますと２１時間ほどふえておりまして、５００時間を超える人が１人、それ

から４００時間を超える人が７名、昨年は４名でしたけれども、ことしは７名おります。

それから、３００時間を超える人も１人ふえておるというようなことが実態でございま

す。

それで、今、谷議員からお話があったとおり、職員の健康管理等もございます。できる

だけ恒常的に、こうなることは避けていただきたいということでございます。

それと、町民課、建設課とずらっと課別に並べておりますけれども、業務の内容につい

ては、そこまでは調べてはおりません。これは対象者７３人の１年間における一人一人の

超過勤務時間を拾ってもらっております。それを集計したのが、先ほどあったような表で

ございまして、その中身まではちょっと調べる余裕がございませんでした。

以上でございます。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 監査委員に対する質疑を終わります。

平成２７年度各会計の決算認定にかかわる質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定の

とおり、第９日目の９月１４日以降に行います。

────────────────────────────────────

◎延会の議決
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────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会し、特別の事情が生じない限り、１３日までは休会としま

す。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

────────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 本日は、これにて延会いたします。

延会 午後 ４時４５分


